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競輪の補助金 を受 けて実施 したものですこの事業oo
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デー タベ ース は、わが 国の情 報化 の進展 上、重要 な役 割 を果 たす もの と期 待 され て

い る。今後 、デ ー タベ ース の普 及 によ り、わが 国 におい て健 全 な高度 情報 化社 会 の形

成が期待 され る。さ らに海外 に対 して提供可 能 なデー タベ ースの整備 は、国際的 な情

報化 へ の貢献 お よび 自由な情 報流 通の確保 の観 点か ら も必 要であ る。しか しなが ら、

現在 わが 国で流通 してい るデ ー タベ ースの 中でわが 国独 自の もの は1/3に す ぎな

いのが現状 であ り、わが 国 デ ー タベ ースサ ー ビス ひいて はバ ラ ンス あ る情 報産 業 の

健全 な発展 を図 るた め には、わが 国独 自の デ ー タベ ースの構築 お よびデ ー タベ ース

関 連 技 術 の研 究 開発 を強 力 に促 進 し、デ ー タベ ー ス の 拡 充 を 図 る必 要 が あ る。

この よ うな要 請 に応 えるた め、(財)デ ー タベ ース振 興 セ ンターで は 日本 自転車 振

興会 か ら機械 工業振 興資 金 の交付 を受 けて、デ ー タベ ースの構 築 お よび技 術 開発 に

つい て民 間企業 、団体 等 に対 して委託事 業 を実施 してい る。委託事 業 の内容 は、社 会

的、経済 的、国際 的 に重 要 で、また地域 お よび産業 の発展 の促 進 に寄与 す る と考 え ら

れてい るデ ー タベ ース の構 築 とデ ー タベ ース作成 の効率化 、流通 の促 進 、利 用 の円滑

化 ・容 易 化 な ど に 関 係 した ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 ・ハ ー ドウ ェ ア 技 術 で あ る 。

本事 業 の推 進 に当 って、当財 団 に学識経験 者 の方 々 で構 成 され るデ ー タベ ース構

築 ・技術 開発促 進委 員 会(委 員長 前 山梨学 院大学教 授 蓼沼 良一氏)を 設 置 してい

る。

この「報道 ニュ ース の マル チ メデ ィアデ ー タベ ース構 築」は平成6年 度 の デ ー タベ

ースの構築促 進 お よび技 術 開発促 進 事業 と して
、当財 団 が 日本 電子計 算(株)名 古 屋

支 店 に対 して委託 実施 した課 題 の一つ である。この成 果 が、デー タベ ース に興味 をお

持 ちの方 々や諸分野 の皆様 方 の お役 に立 てば幸 いで あ る。

なお 、平成6年 度 デ ー タベ ースの構築 促 進 お よび技 術 開発 促 進事業 で実 施 した課

題 は次表 の とお りで あ る。

平成7年3月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ン タ ー



平成6年 度デー ダベース構築 ・技術 開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 朱

1報 道 ニュースのマルチ メデ ィアデー タベース構築 日本電子計算(株)名 古屋支店

2携 帯型電子新聞プロ トタイプの開発 (株)日 本経 済新聞社/(株)日 経 デー タ

3sportSpowerindexの パ イ ロ ッ ト版 デ ー タ ベ ー ス の (株)ビ デ オ ・リサ ー チ

社 会 構築

4画 像 付 き地図資 料 デー タベ ースのプ ロ トタイプの作 (財)地 図情報 セ ンター

成

5パ ソコ ンを利用 した副作用 症例 デー タベースの構 築 協立医師協同組合

調査

6関 西 イベ ン ト&プ ロジェ ク トデー タベ ース構築 (株)京 都新聞社

中小企業 7ハ イ ビジ ョン大 型 映像 ソフ ト流通促 進用 デー タベ ー (財)大 阪科学技術 セ ンター

振興地域 ス構築

活性化

8分 散 協調型デ ー タベ ースの ための高度 運用 システ ム (株)エ マ ー ズ

の開発 と学習支援環境への応用

9電 子 デバ イス情 報 の電子化 ドキュメ ン トのプロ トタ 電子デバイス情報サービス(株)

イブ作成

海 外

10海 外 ユ ーザ向け の国産デ ー タベース検 索支援用端 末 カテナ(株)

ソフ トウエアの開発

11連 想検索写真デ ータベ ース の プロ トタイプ作成 シャー プ(株)

12レ ーザ ー研 究 データベ ースの構築 (財)応 用光学研究所

13砂 漠化 防止技術 デー タベース (株)新 産業創造 セ ンター

技 術

14メ デ ィア変換型感性 デ ータベ ースの構築方法 の研究 (財)イ メージ情報科学研究所

15フ ォ ー ル ト ト レ ラ ン ス な 多 デ ー タ ベ ー ス サ ー バ シ ス (株)シ ネジャーナル プロダクシ ョン

テムに関する調査研究

16創 出キーワー ドの 自動付与 に関す る調査研究 (株)エ レ ク トロ ニ ッ ク ・ラ イ ブ ラ リ ー
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は じめ に

報道 ニ ュ ースは新 聞、 ラ ジオ、テ レビな どで提供 され てい る。 これ らの媒 体 は文

字 、音声 、 映像 で構 成 されてい る。新 聞社 の新 聞製作工程 は、電子 化 され一部電子

新 聞、デ ー タベ ース と して提 供 されて い る。 ラ ジオ放送 、 テ レ ビ放 送 もその一部 は

カセ ッ トテ ープ、 ビデ オテー プな どで提供 されてい る。 さらにマ ルチ メデ ィア実験

として 「ビデ オ ・オ ン ・デマ ン ド」 が始 め られ た。

今後 の情報技 術 の発 達 は、 これ らの異 な るメデ ィアの融合 、新 しいニ ュ ース提供

の可能性 が予想 され る。 これ らの問題 を新 聞社 、放 送局 、情報 処理 開発 企業 な どを

中心 に研 究 開発 メ ンバ ーを組 み、検討 を重 ね、報道 ニュ ース のマ ルチ メデ ィアデー

タベ ースの プ ロ トタイ プを構 築 した。

現在 の報 道 ニ ュース は、一 方向で流 れ てお り、 その ほ とん どが即 時 に再現 が不可

能 であ る。 また、 ニ ュース 関連 の事項 を調べ るこ と も容易 で は ない。 誰で も、 どこ

か らで も、いつ で も、安価 で簡単 に、報 道 ニ ュース を手 に入 れ るこ とがで きる よう

にす るには多 くの課題 が あ る。 プ ロ トタイプ をつ くる過程 の事項 とその課題 に検 討

を加 えた。 以下 はそ の報告 で ある。

なお、 この プ ロ トタイプの評価 にあ た って東 海北 陸デ ー タベ ース懇話 会(東 海北

陸地域 での地域 デー タベ ース振 興 団体)の メ ンバ ーにお世話 にな った。今 回、 と く

に、 中部 通商 産業局 、 中京大 学、 中 日新 聞社 、東 海 テ レビ放送 、FNN(フ ジニ ュ

ーズ ネ ッ トワ ーク)
、東 海サ ウ ン ドをは じめ多 くの方 々の ご協 力 に よって所 期 の 目

的 を果 たす こ とがで きた こ とを感 謝 いた します。

この成果 を公表 す る こ とに よ り、報道 ニ ュースの マ ルチ メデ ィア化 と報道 ニ ュー

ス の新 しいあ り方へ の手 がか りを得 ようと してい る。す なわち、 「ニ ュース ・オ ン ・

デマ ン ド」 に向 か って進 む こ とになるだろ う。 その ため に、多 くの方 々の ご意 見 を

お寄 せ戴 けれ ば幸 いで あ る。今後 、 このプ ロ トタイプ開発 の経 験 を基礎 に、実用 化

へ の課題 をク リアす るため の地道 な研 究 開発 が求 め られ る。 また、継 続研 究 開発 の

た めの 関係 機 関 の参 加 を願 って い る。
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1.業 務 の 目的

1.1目 的

現 在 、報 道 ニ ュ ー ス を捕 え る に は 、 新 聞 、 テ レ ビ、 ラ ジ オ、 雑 誌 な どの そ れ ぞ れ

従 来 か らあ る別 個 の メ デ ィア で 捕 え て い る。

今 後 、情 報 通 信 技 術 、 コ ン ピュ ー タハ ー ドウ ェ ア技 術 、 ソ フ トウ ェ ア技 術 が 発 展

す る につ れ て 、報 道 ニ ュ ース提 供 の あ り方 も大 き く変 わ る こ とが 予想 され る。特 に、

昨 今 は 米 国 の情 報 ス ーパ ーハ イ ウ ェ イ構 想 が 引 き金 とな っ て 、 わ が 国 に お い て も情

報 基 盤 の 整 備 を初 め と してマ ル チ メ デ ィア へ の取 り組 み が 活 発 化 して きた 。 我 々 の

日常 にお い て もマ ル チ メ デ ィ ア、 イ ン タ ー ネ ッ ト、CD-ROM、CATV等 の キ

ー ワ ー ドを耳 に しな い 日が な い ほ どで あ る。

今 回の委 託研 究 で は、 これ らの変化 を予想 して異 な るメデ ィア を統合 した今 まで

にない新 しい形 態の ニュ ース提供 サ ービスの可能性 を、 プ ロ トタイプ作 成 を通 じて

見い だす こ とを目的 と した。

1.2業 務 の方 法

以 下 の方法 に よ りプロ トタイプ作 成 を通 じて本研 究 を実施 した。

(1)ニ ュ ース デー タベ ースの現 状把握

まず 、 テ レビニ ュースお よび新 聞記事 ニ ュースの デ ー タベ ース化 の現状 が

どうな ってい るのか、 また現状 で どの ような問題 点が あ るの か を各業界 の

専 門家 よ りヒア リングお よび説 明 を受 け把握 した。

(2)将 来 の報道 ニ ュース提 供 のあ り方 を討議

将来 、報道 ニ ュースが どの よ うな形態 で提 供 され るのか 、 また、 その望 ま

しい姿 は どの よ うな もの か を討議 した。
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(3)報 道 ニュ ース提供 の完 成 イ メージ作成

(2)の 内容 をベ ース に今 回の プロ トタイ プに組 み込 むべ き機 能お よび、

音声 、動 画、写 真等 を どの よ うに配置 するか、画 面構 成 をどうす るか を検

討 し、 プロ トタイ プの完成 イメージ を作成 した。

(4)デ ー タの収集

期 間 を限定 して新 聞記事 ニ ュース、テ レビニュ ース デー タを収集 した。

同時 に報道写 真 、効 果音 、用語解説等 のデ ー タを収 集 した。

(5)プ ロ トタイプ システ ム作 成

(3)の 完成 イメ ージ を具体化 するため にシス テム設計 書 を作成 し、 プロ

グラム化 を行 いプ ロ トタイプシステ ムを作成 した。

(6)シ ス テ ム の評 価

完 成 した プ ロ トタ イ プ シス テ ム の デ モ ンス トレー シ ョ ンを行 い 、 ア ンケ ー

トを実 施 した 。 回 収 した ア ンケ ー トを集 計 分 析 し、 シ ス テ ム の 評 価 を行 っ

た 。

(7)今 後 の計画

プ ロ トタイプ作 成 を通 じて得 た課題 とシス テム評価 を参 考 に この研 究 を今

後 どの ように発 展 させ るか を検討 した。

1.3委 員会 の 構 成

本委託研 究 の 目的 を達 成 す るため に、産学界 の学識 お よび実務経 験者 を中心 に構

成 す る 『報道 ニ ュースのマ ルチ メデ ィアデー タベ ース検討 委 員会』 を組織 した。委

員 会 におい て課題 の討議 を行 い方 向づ け を行 った。

なお、 メ ンバ ーは以 下 の通 り。
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報 道 ニ ュ ー ス の マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タベ ー ス 検 討 委 員 会 名 簿

氏 名

委員 委員長 廣木 守雄

阿部 哲也

門脇 康郎

田中 寛志

松井 政雄

オブザーバー 坂野 治孝

事務局 事務局長 小形 茂樹

山内 正史

川嶋 康治

村上 史郎

加藤 貴

所 属

中京大 学 情報科学部

教授

中日新聞本社 総合技術局

情報 システム研究所 所長

東海テ レビ放送 総合 開発局

メデ ィア開発部 部長

東海テ レビ放送 総合開発局

メデ ィア開発 部

東 海北 陸デ ータベ ース懇 話会

事務局 局長

中部通 商産業局 商工 部

機械情 報産業課 課 長

日本電子計算(株)名 古屋支店

科学技 術営業部 次長

日本電子計算(株)名 古屋支店

情 報機器営業 部 部長

日本電子計算(株)名 古屋支店

科 学技術営 業部

日本電子計算(株)名 古屋支店

科学技術営 業部

日本電子計算(株)名 古屋支店

情報機器営業部
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1.4業 務 推 進 日程

本 委 託研 究 の推 進 日程 は表1-1の 通 りで あ る。

表1-1業 務 推進 日程

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1.委 員会結成 計画

実績

▽

▲

7/18

2.委 員会開催 計画

実績

▽

▲ ▲

7/187/25

▽ ▽

▲ ▲

8/88/23

▽

▲

9/16

▽

▲

12/7

▽

▲

1/27

▽

3.プ ロ トタ イ プ イ メ ー ジ

検 討

計画

実績 1

4.必 要 デ ー タ収 集 計画

実績

5.シ ス テ ム 作 成 計画

実績

6.シ ス テ ム 評 価 計画

実績

7.報 告書作成 計画

実績

■

1

▽ 委員会開催予定

▲ 委員会開催実績



2.ニ ュ ー ス デ ー タベ ー ス の 現 状 と課 題

2.1テ レ ビ ニ ュ ー ス デ ー タ ベ ー ス の 現 状 と課 題

1953年1民 放初 の テ レビ放 送が 開始 され 、42年 になる。 テ レビ放送 がス タ

ー トした頭 初 は報道 ニ ュースが番 組全体 か らみ て、時 間枠 も少 なか った。 これ は視

聴者 のニーズが娯 楽指 向 とい うこ ともあ った と思 われ る。 しか し、技術 の進 歩 と共

に事件 ・事 故 な どが現場 か ら即 家庭 まで送 られ る ようになってか ら、速報性 と映像

の訴 え る力 が強 ま り視 聴者 のニ ーズ が高 まって きた。 それ までニ ュース番組 はスポ

ンサ ーがつ きに くく、局側 と して もニ ュース番 組 にかか る費用負 担 は大 きか った。

しか しニ ュース報道 に もスポ ンサ ーがつ くようにな り、視聴率 が取 れ る こ とに よっ

て、時間枠 も増 えて きた。

一方、 フ ィル ム映像 に頼 って きたニ ュ ースは、 テ レビカメ ラの小 型化 に よ り、現

場 か ら生の 映像 が送 られ る ようにな る と ともに、 フ ィルムか ら ビデ オへ と変 わ る こ

とによ り、 テ レビニュースは映像 の鮮 明 さは もちろん、取材 能力 が大幅 に向上 した。

この結果 、 テ レビ各 局で は 日毎 に増 えるニ ュース素材 の保 管 、検 索 、運用面 で対

応がせ まられ る ように なった。

2.1.1ニ ュ ー ス素 材 の保 管 と 運 用

16ミ リフ ィ ル ム に よる ニ ュ ー ス 取 材 は1970年 代 まで つ づ い た 。 この 間 、

放 送 済 み素 材 は フ ィル ム保 管 室 に収 納 さ れ 、20数 年 の 間 に膨 大 な量 とな っ た 。 お

お よそ100フ ィー トの 長 さで3分 間 な の で1日 当 た り相 当量 の ニ ュ ー ス フ ィル ム

素材 が保 管 され て い く。1970年 代 後 半 に入 りフ ィル ム か ら ビデ オ テ ー プ とな り、

Uマ チ ッ ク(4分 の3イ ンチ 幅)が 使 用 され 始 め た 。 や が てUマ チ ック か らベ ー タ

カ ム(2分 の1イ ンチ 幅)と な り、 ニ ュ ー ス 素 材 が 混 在 す る 時 期 に な り、 保 管 は も

と よ り使 い た い と きにす ぐに取 り出 し放 送 出来 る シス テ ム の必 要 性 が せ ま られ て き

た 。 そ れ ま で は 、 記 者 や 編 集 マ ンの記 憶 を頼 りに ニ ュ ー ス放 送 編 集 日誌 を見 開 き、

必 要 な素 材 を取 り出 して い た。
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1分1秒 を争 う報道 ニ ュース とい うこ ともあ り、 テ レビ各局 は コ ン ピュー タに

よる情報検索 シス テ ムの導入 を真 剣 に検討 し始 める ようにな った。

2.1.2デ ー タ ベ ー ス の 現 状

1984年 、東 海 テ レビ放送 の システ ム部 と報道 部 はニ ュース映像 の検 索 シス テ

ム につ いて検討 を重 ね、独 自の 開発 による 「フリーワー ド検 索」 シス テ ムが完 成 し

た 。(特 許 第1846292号 、 第1874249号 、 第1866926号)

これはキ ー ワー ドに よる検索 とは異 な り、 い わゆ る全 文検索 の方法 を とる こ とに

よ り、100%検 索可 能 とな った。(図2-1参 照)

運用 方法 は放送 され るニ ュース をVHSに 録 画 し、 これ を再生 しなが ら所 定 のテ

キス ト(表2-1参 照)に 書 き込 む。 このテキス トを シス テム部 に持 ち込 み ホス ト

コ ンピュー タに入力 す る。検 索 にあた っては、必要 な言 葉 を入 力 し検索 項 目が多 数

の場合 は更 に内容 を しぼって入力 す るこ とに よ り、 目的の素材 ナ ンバ ー を検 索 で き

る。利用 者 は素材保 管 室 よ り目的の ビデ オテ ープを取 り出 し、モニ ター上 で視聴 が

で きる。

東海 テ レビ放送 の特 許 とな った フ リーワー ド方式 は 日本電気(株)に よ り商 品化

され 、テ レビ局 向 け に発 売 され た。北海道文化 放送 をは じめ、 テ レビ岩手 、 テ レビ

東 京 、石川 テ レビ、 テ レビ和歌 山、愛媛放送 、サ ガテ レ ビ、 テ レビ熊 本 と全 国各 地

の テ レビ局 に導 入 され た。更 に1990年 には性能が 一段 とア ップ した改 訂版 がで

きた。 これ は フ リー ワー ド思想 を徹底 して研 究 を重 ね、文字 と文字 の繋が り方 に関

す る新 しい索引技 法 を基 に全 面 的 に書 き直 した。新 システ ムに なってか ら、 テ レビ

局 は もとよ り、新 聞社 や市役所 に も導入 された。

この フ リー ワー ド方 式 で確 実 に検索 で きる例 と しては、経済 ニ ュース で、 「円高

によ り…」 と 「円高騰 に よ り…」 とい う項 目があ った場 合、 キ ーワー ドで 「円高」

と検 索 す る と 「円高騰 …」 は出 て こないが、 フリーワー ドで は どち らの項 目 も検索

可 能 となる。 円が どん どん上 が り始 めた頃 は 「円高」 とい う言葉 ではな く 「円高騰」

が使 われた。 キ ーワー ド検索 で は、以前 の 円高 を扱 ったニ ュース項 目は出て こない
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こ とにな る。

この ように東海 テ レビ放送 が開発 した 「フ リー ワー ド」検 索 システ ムは、キ ー ワ

ー ドが常識 となってい た情報検 索分 野 に、一石 を投 じる こ とにな った と思 われ る。

現在東海 テ レビ放送報道部 が取材 した ニュ ースで入力 され てい る項 目件数 は67,000

件(平 成6年12月 末)に も達 す る。 更 に今 後 年 間で4,500～5,000件 のニ ュ ース

項 目が入力 される と予想 され る。

一方 、地 上民放局 は東京 キ ー局 のいず れか とネ ッ トワークを組 んでい る。そ こで

キー局 の扱 ったニュ ース(東 海 テ レビ放送 の場合 は フジテ レビ)を 再利 用 す る場合

は、別途端 末が あ り、常時検索 が 出来 る ようにな ってい る。検索 して見 つかれ ば素

材使 用 申 し込み を行 い、 マイ クロ回線 や ビデ オテー プで入 手 出来 るよ うにな ってい

る。

今後 、報 道 ニュースの映像 デ ー タベ ース は検索 と同時 にオ ンライ ンで映像 が引 き

出せ るのが最終 目標 であ ろ う。ニ ュ ースの送 り出 し側 と しては、1分1秒 を争 うだ

けにニュ ースの情報検 索 だけ に とどま らず 、検索即 映像 を取 り出す システム構築 が

望 まれ る。(図2-2参 照)
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(報道部)

検索用端末

▼
テキスト作成

(システム部)

一一ー一」」

≡
一

1

視聴ルーム

ホストコンピュータ

(ACOS・3600)

テキスト入力端末

図2-1現 行映像 検索 シス テム
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表2-1 テキ ス ト用紙
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己録システム

映像

ター
一、
ア

」

ホス トコンピュータ
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へ、ア

自動送出ディスクセンター

(ロボット)

映像

ニュース映像検索ダビングセンター

図2-2将 来 映像検 索 システ ム
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2.1.3今 後 の 課 題

(1)ニ ュース放 送素材 の2次 利 用

テ レビ局 はニ ュ ース取材 の原 則 として、報 道 ニ ュース を 目的 に取 材活 動 を行 っ

てい る。取材 され る側 と しては、 あ くまで ニ ュース番組 で放 映 され る前提 にた って

受 けている。 したが って、 それ以外 の使用 につい ては局側 の判 断が重 要 な意 味 を も

つ。例 えば、ニ ュース以外 の放 送番組へ の使用 か ら講 演会場 や他 の媒 体(映 画、C

M、 市販 ビデオ、乗客 サ ー ビス用 ビデ オ等)へ の複 製使 用 な どあるが、場合 に よっ

て は2次 利用 に適 さない もの もあ る。ニ ュース素材 の2次 利用 につい ては、関係者

に とって慎重 な対 応が せ ま られ る。著作 権上 、金銭 で ク リア出来 る場合 もあ るが 、

一方 映像 の内容 に よって は、新 た に肖像 権 が発 生 す る場合 もある。 また、地上民放

局 はキ ー局 を中心 にネ ッ トワーク体 制 を とってい る。 自局 が取材 したニ ュース映像

か らネ ッ トワーク局取材 の映像 もあれ ば、 海外 か らの入手 映像 もあ り、2次 利用 に

あ た って は 、そ れぞ れ個 別 の対 応 をせ ま られ るの が現 状 とい え る。

映像以外 にニ ュ ース番 組 で は、音 楽 も使 用 してい る。 この著作 権 につ いて は、

日本音 楽著作権 協会(JASRAC)や 日本 レコー ド協 会 に一括 払 いで ク リア して

い る。 しか し、 これ はあ くまで も放 送上 の こ とで、2次 利 用 につい ては新 たに個 別

に著作権 の ク リアが必 要 となる。

今 回の 「報道 ニ ュースのマ ルチ メデ ィア デー タベ ース」 のCD-ROM版 につい

て は、あ くまで実験 とい うこ とで、今後市 販 と してオ ープ ンされ る となる と、新 た

な2次 利用 の許諾 が必 要 となる。使 用 目的 はあ くまでニ ュース報道 とい えるが、伝

達手段 がCD-ROMで あ る。更 に、パ ッケー ジ と して販売 となる と、問題 は複 雑

化 す る。そ の上 、デ ジ タル とい うこ ともあ り、加 工 して再利用 す る こ とも簡単 で あ

る。 その場合の知 的所 有権 の侵害 も新 た に浮上 す る こ とと思 われ る。今後 、情 報産

業 の主役 として期待 されるマ ルチ メデ ィアの発展 を考 える とき、著作 権制度等 の法

整備 が急務で あ る。

(2)技 術 的課題(画 像圧 縮)

文 字や図形 に よる情報量 に比べ 、 テ レビ映像(以 下動 画)は その情報量 が格段 に

12



多 い。12cmのCD-ROMは 約600MBの 容量 であ る。動 画 は1フ レーム約90

0KBと す る と1秒 当た り27MBと な り、CD-ROM1枚 に20秒 しか収 め られ な

い。 この こ とか ら画 像圧 縮技術 の向上 が求め られる。

今 回のCD-ROM制 作 にあ たっては、画面サ イズ を240×180ピ クセ ル に

設 定 し、 これ をお よそ5分 の1に 圧縮 した。 この結果 、文 字や音声 を除 いた動 画 は

全 部 で29分 程 記録 出来 た(容 量 的 には約270MB)。 本 来放 送 され た ニ ュ ー

ス項 目は月曜 日～金 曜 日でお よそ226件 あ り、 この うち新 聞 と同 じ項 目は約11

3件 あ った。 しか し、CD-ROMに 入力す るにあ た って、そ の容量 か ら最終 的 に

は20項 目に減 らさざるを得 なか った。 国内外 のニ ュース は もとよ り、政治 ・経済 、

社 会 、ス ポー ツ各分野 を考 える と現在のCD-ROMで は記 録容量が不 十分 とい え

る。 映像 デー タベ ースの構築 と して、せめ て1枚 のCD-ROMに1ヶ 月 間の主 な

新 聞 ・テ レビニ ュースが収 め られ るよう技術 の向上 が望 まれる。

(3)技 術 的課題(音 声 変換)

次 に、今 回 の実験 の 目玉 と もい え る 「音声 自動 翻 訳 ソ フ ト」 は未 だ実用 段 階 に

はい た ってい ない。新 聞の デー タベ ース をと り込み 、 自動 音声化 が技術 的 に可能 と

なれ ば、 目の不 自由 な人 が最新 のペ ーパ ーニ ュース に接 す るこ とが 出来 る。従 来 、

目の 不 自 由 な 人 に と っ て 、 ニ ュ ー ス を知 る に は ラ ジ オ か テ レビの 音 声 に頼 ら

ざ る を得 ない。将 来 、新 聞 のデ ー タベ ース をパ ソ コ ンに取 り込 む こ とに よって、

自動 的 に新 聞記 事 を音 声 で表現 で きれ ば、 目の不 自由 な人 に とって大変 な朗 報 と

い える。実 験 で はニ ュー スー項 目に限 って取 り込 ん でみ た。 しか し音 声 と して聞

きとる には、 まだ まだ判 別 が無 理 とい う結果 に な った。 この ため新 聞記 事 をア ナ

ウ ンサ ーの朗 読 に よ って、音 声 を付 加 した。 しか し、 書 き言 葉 と読 み言 葉 、あ る

い は人名 、地名 な どの 固有名詞 や省略 した書 き言葉 な どあ り、収 録 には問題 が多 す

ぎた。(こ の件 につい ては 「3.3.2デ ー タ収集 上 の問題」 で詳述す る。)

(4)ビ ジ ネ ス と して の課 題

最 後 に 「報 道 ニ ュ ー ス の マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス 」 をCD-ROM化 し、

ビ ジ ネ ス と して の 事 業 性 を考 え る と き、 現段 階 と して は 、 極 め て見 通 しは難 しい と
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いわ ざる を得 ない。今後技 術 的 に進歩 すれ ば、1ヶ 月間の新 聞 ・テ レビ報道 か ら特

に関 心 の あ った報 道 ニ ュ ー ス を分 野 別 に分 類 し、CD-ROM化 す る とい っ

た こ とが考 え られる。 これ に よ り年 間で12枚 のCD-ROMを 作 製す れ ば、報 道

ニ ュ ー ス の 電 子 縮 刷 版 が 可 能 と な る。 い ず れ に して も、CD-ROMに 収

め られた ニ ュース の内容 や容 量 、 鮮度 、著作 権 、制作 費 用 あ るい は市場 性 か ら見

て、今 後事業 化 を考 え る と き更 に具体 的検討 を要す る もの と思 われ る。
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2.2新 聞 記 事 ニ ュ ー ス デ ー タベ ー スの現 状 と課 題

2.2.1各 社 の 取 り組 み

新 聞 社 が 提 供 す る ニ ュ ー ス に は 、新 聞 以 外 に放 送 関係 へ の提 供 、 テ レホ ンサ ー ビ

ス 、 電 光 ニ ュ ース 、文 字 多 重 放 送 な どの ニ ュ ー メ デ ィ ア 関連 と多 岐 に渡 るが 、 そ の

基 本 と もい え る新 聞記 事 の デ ー タベ ー ス に的 を絞 る 。

日本 に お け る新 聞記 事 デ ー タベ ー ス は 、1980年 代 に本 格 的 に そ の取 り組 み が

始 ま っ た 。 一 般 紙 で は そ の 頃 か ら研 究 ・開 発 が 進 め ら れ 、 新 聞 製 作 のCTS化

(ComputerType-settingSystem)と と も に各 社 の デ ー タベ ー ス 化 が 実 現 して き

た 。

一 般 紙 で は
、 中 日新 聞 社 が1984年8月 に 日本 電 信 電 話 公 社 のDEMOS(第

1種 公 衆 デ ー タ通 信 サ ー ビス)シ ス テ ム で 実 験 サ ー ビス(見 出 し ・抄 録)を 始 め た

の を皮 切 りに 、1986年4月 か らは朝 日新 聞社 が フ ル テ キ ス トの 記 事 デ ー タベ ー

ス サ ー ビス を 開 始 し、 読 売 新 聞 社 、毎 日新 聞 社 の各 紙 が デ ー タベ ー ス サ ー ビス を始

め た 。 現 在 で は 、 北 海 道 新 聞社 、 中 国新 聞 社 、 西 日本 新 聞社 な どの ブ ロ ック紙 を始

め 、有 力 地 方 紙 もCTS化 とあ い ま っ て 、 デ ー タベ ース 化 を完 了 して い る。

専 門 紙 で は 、 日本 経 済 新 聞社 が オ ン ラ イ ンサ ー ビス と して 、 日本 で は最 も早 く取

り組 み 、1981年 にDEMOSで 商 用 サ ー ビス を開 始 して い る。 そ の他 で は 、 月

刊 工 業 新 聞 社 が 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー(JICST)のJOIS(JicstOn-

lineInformationSystem)上 で 、1984年10月 に サ ー ビ ス を 始 め て い る 。

2.2.2デ ー タ ベ ー ス 化 の 範 囲

現在 、新 聞記事 デ ー タベ ース と して提供 され てい るの は、紙面 掲載 された記事 が

主体 とな ってい る。新聞社 には、ニュース ソース と して、 自社記者が取材 した記事 、

国内外 の通 信社 か ら送 られ る記事 、友好社 か ら集 まる記事 な ど紙 面化 され る記 事量

の数倍 の記 事 が集 まって くる。 デ ータベ ース化 の対 象 と して、 当然 これ ら全体 に枠
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を拡 げる ことが考 え られ るが 、著作 権 の問題 、新 聞製作 過程 か ら派生 す る紙面掲 載

され たデー タの利 用 とは違 うため、別 の編集作 業が い るこ とな ど、簡単 で はない。

現段階 で も、新 聞製作過 程 か らデ ー タベ ースの ソース情報 を作 り出す作 業 は完全

自動で はな く、地紋見 出 しの再入 力、記事 構成 の確認 な ど、後編 集が必 要 とな って

い る。

2.2.3新 聞 と記 事 デ ー タベ ー ス

新 聞 と記事 デ ー タベ ースの 関係 を確認 す るため、新 聞の特徴 を表2-2に 示す。

表2-2新 聞 の特徴

特 徴 意 味

携帯性 どこにで も持 ち運べ る。

一覧性
頁 を開 いた時 に見 出 し、写真 な どで 、一瞬 に して 目的の記 事

あ るいは、全体 の概 要 を知 る ことが で きる。

分野別 紙 面 構 成 が 、 政 治 ・経 済 ・社 会 ・ス ポ ー ツ な ど、 面 別 に な っ

て い る。

網羅性 あ らゆる分野 の情報 を扱 う。

速報性 時代 の流 れ と ともに、 よ りす ぐれた媒体が現 れて来 たが、放

送系 に次 ぐ同時速報性 。

再読性 都合 の よい時 に、何度 で も読 める。

記録性 縮刷版 、切 り抜 きな どの形で保存 で きる。

柔軟性 立 って い よ う と、座 っ て い よ う と 自由 な姿 で読 め る。
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それで は、 これ ら新 聞の特徴 に欠 けた もの は何 で あろ う。 それ は過去 の膨 大 な記

事 に関す る検索 性、遡 及性 であ る。 これ までは、新 聞社 の資料 部で新 聞独 自の分類

法 に従 って管理 され 、保管 され た一 部の記事 につ いて、調 べ る こ とが で きる程度 で

あ った。 これ を、誰 で も、 どこで も、いつ で も、電話 回線 を通 して、求 め る記事 を

取 り出す こ とがで きる ように したのが、 オ ンライ ン ・デ ータベ ース であ り、従 来の

新 聞記事 の最大 の弱点 を補完 した形 となった。

2.2.4電 子 サ ー ビ ス へ の 対 応

CD-ROM版 縮刷版 を始 め、米 国ですで に一部 サー ビスを始 めた電子新聞 な ど、

新 聞社が今後、関与す る電子サ ー ビスの基本 となるのは記事 デー タベ ースであ ろう。

現 時点 では、記事 の切 り抜 きの イメー ジをオ ンライ ンサ ー ビス してい るの は 日本経

済新 聞社 、河北新報 な どわず かで はあ るが、各社 の対 応 も時 間の問題で あ る。報道

写真 の オ ンライ ンサ ー ビス1ま、毎 日新 聞社 が行 ってい るが 、 こ う した イメ ージ情報

は、マ ルチ メデ ィア を含 め、電子 サ ー ビスの貴重 な素材 とな ろ う。 ここで一つ問題

が あ る。新 聞紙面上 の情報 には新 聞社 に全 て著作権 があ る訳 で はない。通信社 配信

の記事 ・写真 、広告 、小説 、依 頼原稿 な どを個 別 に他 メデ ィアに使用 す る時 は、著

作 権所有 者 の了解が必 要 であ り、新 聞以外 の メデ ィアへ の利用 には慎 重 さが 求め ら

れ る。

2.2.5記 事 デ ー タベ ー ス の 課 題

大 き く分 けて、デ ー タベ ース提 供者側 か ら見 た課 題 と利用 者側 か ら見 た課題 に分

かれ るが 、両者 に関係 しデ ー タベ ース の生命 とも言 えるのが キ ーワー ド(索 引語)

であ る。

(1)キ ー ワ ー ド自動 生 成 につ い て

デ ー タベ ー ス の 元 情 報 が 自動 生 成 され る の に伴 い 、 キ ー ワ ー ドにつ い て も、 自動

付 与(原 文 か らの 自動 抽 出)が サ ー ビス 開始 当 初 か ら研 究 ・開発 され て きた。 現 在 、
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キー ワー ド生成 方式 は、大 き く分 けて表2-3に 示 す よ うに3分 類 され る。

いず れ も、 シス テム構築、辞書 更新 の必 要性 、検索 の し易 さな どの面か ら長所短

所が あ り、 キーワー ド自動生成 法 は、 まだ過 渡 的であ る。

表2-3キ ー ワ ー ド生 成 方 式

キ ー ワー ド生 成 法 抽 出 語 辞 書 特 徴

自由語が抽出され、 抽 出 の ため ・キ ー ワ ー ド と し て 、 適

その語数 は100 の基本辞書 正な言葉が 自由に使 え

～200語 を使 う。 る 。

自動抽出1
・原文 中の言葉 に限 られ

(自由語方式) る 。

・キ ー ワ ー ド格 納 フ ァ イ

ルは本文 の フ ァイル以

上 で、 シス テムに負 担

が か か る。

内容 を的確 に表す 基本辞書 に ・キ ー ワ ー ドに 関す る フ ァ

語 で 、10前 後 の 加 えAI技 イル内容 は少 な く、 シ

自動抽出2 語 数 に絞 れ る。 法 を用 い る ス テムの負担 が軽 い。

(制約語方式) ためのシソー ・専 門家 に は 十分 だが 、

ラス連想辞 一般向け及び検索の可

書等 を用 い 能性 の面 で制約。

る 。

キ ー ワ ー ド抽 出 は ・シス テ ム構 築 が 簡 単 。

行 わないが 、そ れ
・当初 はLAN上 での構

に変 わる フル テキ 内利 用 で あったが、商

ス ト検索 用 の フ ァ 用サ ー ビスに も対応 し

全文検索方式 イルは事前作 成。 不 要 て き た 。

・検 索 ス ピ ー ドは 、 一 般

的 に早 い 。

・部 分 一 致 す れ ば ヒ ッ ト

す るため 、 目的 と無 関

係 な記事が多 出。
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(2)デ ー タベ ース提 供 者側 か ら見 た課題

キ ーワー ドの 自動 化 に関与 し、 もう一 つの機 能が必 要 となる。 それ は、 シ ソー ラ

ス辞書 における同義語 の機 能であ り、検索 時 にこの機能 をサ ポー トす る必 要があ る。

ニ ュース記事 にお ける言葉 の表現 は、人、場所 、時の経過 に よ り多様 に変 化 し、検

索 者が思 い浮か ぶ言葉 も曖 昧で あ る。

これ らを結 びつ け る同義語 機能 は、新 聞記事 デ ータベ ース では特 に必 要 であ り、

デ ー タベ ース の評 価 に直結 す る。新 聞記 事 デー タベ ースの先行各社 で は何 らかの形

で 同義語機 能 をサ ポ ー トして いる所 が多 いが 、同義語辞 書 のメ ンテ ナ ンス は人手 に

頼 るほか な く、 シス テ ムか ら見 ると、最後 まで残 る重 要 な手作 業 とな る。

製作上 の課題 と して は、 この他 にデー タベ ース ソースの完全 自動 化 、写真 、切 り

抜 き記事 な どイメー ジ情報 の早期対 応が挙 げ られ る。

(3)デ ー タベ ース利 用者 側 か ら見 た課題

サ ー ビス上 の課題 と して は、パ ソコ ン通信 、 イ ンターネ ッ トな ど新 しい ネ ッ トワ

ークの出現で利用 者層 の広が りが著 しく、ネ ッ ト間の料 金格差 、課金方式 の再検討 、

増 え続 けるデ ータのサ ー ビス期間の制約 、通信 の高速化へ の対応 などが挙 げ られ る。

利用者か ら見た場 合 は、料金の低廉化 、各社 キーワー ドの統一、検索 方式 の統一、

マ ンマ シ ン ・イ ンター フェースの改善 な どが、言 われて久 しいが、 いず れ もデ ータ

ベ ース ・サ ー ビス全体 の問題 であ り、難 しい課題で あ る。

新 聞各社が独 自に解決 で きる問題 は ともか く、業界全 体 あ るいは、国 際的 な課 題

は、時代 の熟成 に待 つ こ とに なろ う。
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2.3市 販 の ニ ュ ー ス メ デ ィ ア の 現 状

CD-ROMを 使用 したニ ュース デー タベ ースは、文字 、音声 、静止 画、動画 な

どを使用 した多彩 な表現が可 能 であ り、そ の他 自由 に検索 を行 うこ とがで きるな ど

の特徴 を持 ってい る。 また、パ ッケ ージ型 メデ ィアの性 質上、年 鑑 の ようにある期

間のニ ュース をま とめ た形 で制作 されてい る。現在 日本 で市 販 され てい るニ ュース

デー タベ ース には、表2-4(1)～(6)の よ うな ものが あ るが 、現在 の技術 で

は大量 の映像 を扱 うこ とは難 し く、 その画質 も十分 であ る とはい えない。

このため 、収 録 され たニ ュースの項 目数、一項 目当た りの情報 量 、映像 ・音声 の

量 と質が トレー ド ・オ フの関係 とな り、 これ らのニ ュ ース デー タベ ース を実用 品 と

して考 えた場合 には、 内容 的 に まだ まだ不 十分 とい え る。 これ は、大 容量記録 メデ

ィアの開発 、情 報圧縮技術 の進歩 な ど、技 術 的 な解決 を待 たれ るが 、 この他 に も、

著作権 処理 の問題 な ど、現状 ではマ ルチ メデ ィアデー タベ ースの構 築 には、問題が

山積 して い る とい える。

表2-4(1)市 販 ニ ュ ー スCD-ROM

タイ トル ロイター94年 度版年鑑

発売元 (株)恒 陽社

価格 3,980円

プ ラ ッ トフ ォ ー ム Macintosh/Windows

収録期間 1993年11月 ～1994年10月

収録内容 静止画、音声 、文字情報

そ の 他

ロ イ タ ー が 世 界 各 地 で 撮 影 し た 報 道 写 真(約400点)を 中 心 に 日本 語 と英

語 の 解 説 、 ナ レー シ ョ ンが 付 け ら れ て い る 。Calendar(月 毎 に 起 こ っ た 出 来 事

を収 録)、Contents(Sports、Conflicts、People、Business&Politics、

Faces、DailyLifeの 六 つ の 分 野 か ら検 索)、WorldView(地 域 毎 に 検 索)、

SlideShow(分 野 毎 に 収 め られ た ス ラ イ ドシ ョー)の 四 つ の 項 目 で 構 成 さ れ て

い る 。
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表2-4(2)市 販 ニ ュ ー スCD-ROM

タイ トル NHKで きご とforWindows

発売元 NECホ ー ムエ レク トロニ クス(株)

価格 28,000円

プ ラ ッ トフ ォー ム Windows

収録期間 1945年 ～1994年

収録内容 動画 、静止 画、文字情報

そ の 他

終 戦 か ら55年 体 制 の崩 壊 にい た る政 治 ・経 済 ・社 会 全 般 の 「で きご と=ド

キ ュ メ ン ト」 を収 め て い る。 トピ ックス ・シア ター(ジ ャ ンル別 、 年代 別 に5

0以 上 の 動 画 を収 録)、 フ ォ ト ・ラ イ ブ ラ リー(約500点 の写 真 を収録)、

デ ー タ ・リ フ ァ レ ンス(約11,000件 の ドキ ュ メ ン トを収 め 、 多 くの項 目

か ら検 索 が 行 え る)、What'sThisYear?(「 流 行 語 」 、 「人気 タ レ ン ト」 な ど

を収 録)の 四つ の項 目で構 成 され て い る。

表2-4(3)市 販 ニ ュ ー スCD-ROM

タイ トル CD－ 毎 日新 聞'93

発売元 口外 アソシエ ーツ(株)

価格 19,800円

プ ラ ッ トフ ォ ー ム Macintosh/Windows/MS-DOS/DOS/V

収録期間 1993年1月1日 ～12月31日

収録内容 文字情報

その他

毎 日新 聞一年分 の記事が収 め られていて、新聞の縮刷版12冊 分(約10万

件)に 相 当す る。パ ソコン通信 な どで提供 されるオ ンライ ンデー タベ ースの よ

うに、キー ワー ドや掲載年 月 日な どか ら検索 を行 うこ とが で きる。 しか し、図

表 ・写真 な どが な く、文字情報 しか扱 っていない。
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表2-4(4)市 販 ニ ュ ー スCD-ROM

タ イ トル TIMEAImanac1993

発売元 CompactPublishing

価格 7,800円

プ ラ ッ トフ ォ ー ム Macintosh

収録期間 1989年 ～1993年1月

収録内容 動 画 ・静止画、文字 情報

その他

89年 か ら93年1月4日 号 までの米 「タイム」誌 の全記事 と23年 か らの

主要記事 を収録。著名人の動画、 ニュース に関す るクイズ、米 国国勢調査 な ど

も収録 されてい る。

表2-4(5)市 販 ニ ュ ー スCD-ROM

タ イ トル NewsbytesNewsNetwork

発売元 ガ リ レオ

価格 12,800円

プ ラ ッ トフ ォ ー ム Macintosh/Windows/MS-DOS

収録期間 1983年5月20日 ～1994年6月30日

収録内容 静止画、文字情報

そ の他

152以 上 の新 聞 、雑 誌 や 世 界 中か らの5万 件 以 上 の ニ ュー ス と200枚 以

上 の画像 を収録 。 コ ン ピュ ー タ本 体 、 周 辺 機 器 、 ソ フ トウ ェア 、半 導 体 、各 種

規 格 、 企 業 動 向 、 人 物 、 新 技術 な どを扱 っ て い る。 ニ ュー ス1項 目 につ き、1

枚 の カ ー ド形 式 で 収 め られ てい て、 キ ー ワー ドに よ り検 索 を行 う こ とが で き
る。 キ ー ワ ー ドは15万 項 目以 上 が 用 意 され て い るが 、任 意 の キ ー ワー ドで検

索 す る こ と もで きる。
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表2-4(6)市 販 ニ ュ ー スCD-ROM

CD-ROM版 中 日新 聞記事 デー タベ ース 平成6年 度版

中 日新 聞の最終版 と愛知 、岐阜 、三重 、長野、滋賀 、福 井、各 県版の主要記

事10万 件 を全文 フ リー ワー ド方式 で検索す るこ とがで きる。

CNNTIMECAPSULE1993

1993年 のCNNニ ュ ー ス100項 目を 、動 画 と静 止 画 で 収 録 して い る。

EB朝 日新 聞一面記事1989～1993秋

朝 日新 聞の記事 約3万 件 を収録 、テーマや キーワー ドな どを掛 け合わせて検

索 す る こ とが で き る。

CD朝 日新 聞記事検 索'85～'91

7年 間分 、約52万 件 の朝 日新 聞記事 を調べ るこ とが で きる索 引デ ィス ク。

総合索引 と人名索 引の2枚 組み。

CD-HIASK'92

12冊 の縮 刷 版 を1枚 のCD-ROMに 収 め て い る。

CD-ROM版7yrs、HIASK朝 日新 聞全 文 記 事 情 報'85-'91

7年 分 のCD-HIASKに 索 引 デ ィス クが セ ッ トに な っ て い る。 縮 刷 版84冊 分 の

検索 が可 能。

CD-MAGAZINE'91～'92
一般誌 か ら専 門誌

、業界誌 まで主要約1300タ イ トルを収録 している。

読売新聞電子縮刷版CD-ROM
東京本社発行の朝夕刊最終版 を広告 も含めて全面収録(1500ペ ージ/

月)し て い る。

AsianWallStreetJournal

AsianWallStreetJournal紙 の 全 文 を収 録 し て い る 。

NewYorkTimes

NewYorkTimes紙 の 全 文 を収 録 して い る。

NewspaperAbstracts

米国の有力紙8紙 の抄 録 を収録 してい る。

USAToday

USAToday紙 の全 文 を収 録 して い る。
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3.プ ロ トタイプ作成 上 の検 討過程

3.1プ ロ トタ イ プ の 範 囲

今 回 、 プ ロ トタ イ プ を作 成 す る に あ た り、 検 討 委 員 会 にお い て 、 将 来 あ るべ き報

道 ニ ュ ー ス の提 供 につ い て 検 討 した 。

まず 、 理 想 とす る報 道 ニ ュ ー ス の マ ルチ メ デ ィア デ ー タベ ー ス とは な にか 、 日常

生 活 の 中 で報 道 ニ ュ ース とい え ば 、 主 に テ レビニ ュ ー ス で あ り、 新 聞記 事 ニ ュ ー ス

で あ る。 この2つ の報 道 ニ ュ ース を、 融 合 させ た新 しい 形 態 の マ ル チ メ デ ィア報 道

ニ ュ ー ス デ ー タベ ース を想 定 し、 利 用 者 が い つ で も簡単 に知 りた い ニ ュ ー ス を視 聴

で きる シス テ ム が考 え られ る。 す な わ ち 、利 用 者 か らの 要 求 に よ りデ ー タベ ー ス か

ら利 用 者 ヘ ニ ュ ース を送 信 す る双 方 向 デ ー タ通 信 シス テ ム で あ る 。 理 想 とす る シ ス

テ ム の概 念 図 を図3-1に 示 す 。 今 回 の研 究 で は現 在 の技 術 力 、作 成 期 間 、作 成 費

用 を勘 案 し、 パ ッケ ー ジ タ イ プ(CD-ROM)の プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム作 成 に と

どめ る こ と と した 。
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次 に、 プロ トタイプ を作成 す る に当 た り、 シス テムの範 囲 を以下 の内容 の もの と

した。

(1)報 道 ニ ュース の提 供 方法

報道 ニュスの提供 においては、テ レビお よびラジオ と同様 の即 時性が要求 される。

その ために は情報通 信 イ ンフラな どの整備が必 要 であ る。今 回 は、報道 ニ ュ ース を

通信 回線 を使 って送 信 す るので はな く、CD-ROMに よるニ ュース提供 の形 態 と

した。

(2)デ ー タベ ースの作 成

ニ ュースデー タは1994年8月15日 か ら5日 間のテ レビと新 聞の報 道 ニ ュー

ス の 内 、 両 方 に存 在 した ニ ュ ース だ け を人 手 で 選 定 す る こ と に した 。

(3)著 作 権 の 問 題

報道 ニ ュースの提供 で は、著作権 の問題 が発生 す るためすべ ての報道 ニ ュース を

デー タベ ース化 す る こ とはで きない。今 回 は、 中 日新 聞社 お よび東 海 テ レビ放送 の

協力 によ り特 に問題 が発 生 しない報 道ニ ュースだけを選定 しデ ータ として使用 した。

(4)新 聞記事 の読 み上 げ

新 聞記事 を音声 に変換 す る方法 として 日本語、英語、機械音声 の3種 類 を考 えた。

日本 語 や英 語 は アナ ウ ンサ ーに、機械 音声 は音 声 自動 翻訳 ソフ トウ ェアに よ り変換

した。機械 音声 は、技術 的 に現段 階で は まだ完 成度 が低 く、聞 き取 りに くいが将来

の利用 を考慮 して採 用 した。今 後 の 自動 音声化技 術 の向上が待 たれ る。

(5)端 末 の操作 方法

広 く多 くの人が使 用 す る こと も想定 して、 キー ボー ドは使 わず、すべ ての操作 を

マ ウス だけで行 える よ うに した。今 回は採 用 してい ないが、 目や手 の不 自由な人 に

は音声命 令 による操作 が考 え られ る。

(6)広 告(CM)

将来 の事 業化 を考 えた場 合、収 入源 を考 えなけれ ばな らない。 その ため広 告欄 を

設 定 した シス テム と した。
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3.2プ ロ トタ イ プ の 完 成 イ メ ー ジ

プロ トタイプの完成 イメージ と して、 どの ようなシステムにす るか検討 を重ねた。

最 も重 要 なこ とであ る 「誰 もが使 える簡単 な操作 」 を念頭 に設計 した。 プロ トタイ

プシステ ムの完成 イメージ を図3-2に 示す 。
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「誰 もが使 える簡単 な操作 」 を実現す るため以下 の項 目に留 意 した。

(1)画 面数 は10か ら15ぐ らいで完 結す る こ と

(2)画 面 内容 は シ ンプルで あ る こと

(3)一 連 のニ ュース を検 索す るため に画面数 は3か ら4画 面で検索 で きる こと

(4)キ ーボ ー ドは使 わ ない(全 てマ ウス操 作 とす る)

(5)テ レビお よび新 聞 の イ メ ージ をで きる だけ残 す こ と

(6)ビ ジ ュアル なわか りや すい デザ イン とす る こと

(7)画 面操作 が わか らない人 にヘ ル プ機 能 をつけ るこ と

以 上の留 意点 か ら次 の6つ の機能 を取 り込 んだ。

(1)テ レビか らニ ュ ース検索 が で きる

(2)新 聞か らニ ュース検 索 がで きる

(3)分 野 別 にニ ュース検 索 がで きる

(4)キ ー ワー ドか らニ ュース検 索 がで きる

(5)天 気予 報 を表 示 す る

(6)株 式情 報 を表 示 す る

更 に、全体 と して気 を付 けた ポイ ン トは以下 の点であ る。

(1)初 期 画面 はニ ュ ース を伝 える イメー ジ と して、地元 であ る名古 屋市 中心 街 の

写真 を使 用 して デザ イ ン した。

(2)テ レビ画面 か らの検 索 で は、 ニュ ース 内容 の静止画 を次 々 と表示 す る こ とに

よ りヘ ッ ドライ ンの内容 を分 か りやす くした。

(3)ニ ュ ー ス の 検 索 は表 示 メ ニ ュ ー枠 内 を ク リ ッ クす る こ とで 検 索 で きる よ うに

統 一 した 。
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(4)テ レビニ ュース検索 画面 は、 当 日の主 なニ ュース を4～5項 目表示 して選択

す る ように した。

(5)新 聞記事 ニ ュース検 索画面 は、新 聞 のイ メー ジをその まま伝 え るため紙 面全

体 を画面 に表示 し、次 ペ ージへ 進 む場 合あ たか もペ ー ジめ くりを してい るかの よ う

な表 現 に した。

(6)分 野 別ニ ュース検 索画面 は、新 聞社 お よび放 送局 にお ける分 野分類方 法 を検

討 した結果 、政治 ・経 済、社 会、 国際、 スポ ーツの4分 野 が一番分 か りやすい との

結論 に達 し、 この4分 野 に区分 す る ことに した。

(7)分 野別ヘ ッ ドライ ン画面 では、各分 野の主 なヘ ッ ドライ ンニ ュースの項 目が

効果音 と共 に数点列挙 させ 、見 たい気分 にさせ る工 夫 を した。

(8)キ ー ワー ド検 索 画 面 で は 、 今 週 の キ ー ワ ー ドと して主 な ニ ュ ー ス タ イ トル を

数 点 列 挙 して 、 そ の 中 か ら検 索 す る方 法 を採 用 した。

(9)天 気予報 と株 式情報 は報道 ニ ュ ース と多 少意味 合 いが異 なるが、付加情 報 と

して追加 した。

(10)ニ ュース画面 で は、テ レビニ ュース と新 聞記事 ニ ュース を同一画面 に表示

す る設計 を した。 まず 、 テ レビ画面 で はテ レビで放 送 された ニュ ース を利用 した。

新 聞画面 で は新 聞の活字 が小 さ く、読 むには不 自由で あ るため文字 として記事 を再

生 した。新 聞記事 を音声 に変換 す る方法 と して 日本 語 、英 語、機械 音声 の3通 りを

採 用 した。 同時 に静止 画 をテ レ ビ画 面 に表 示 してい る。

(11)各 画面 とも操作 が ない時 は広告 を流す シス テム に した。

(12)最 後 に どの画面 か らで も最 初 の メニュ ー画面 に戻 れ る様 に設計 した。
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3.3デ ー タ 収 集 上 の 課 題

3.3.1ニ ュー ス項 目 の 決 定

今 回 の プ ロ トタ イ プ に使 用 す る ニ ュ ー ス項 目 を、 次 の よ う に決 め た 。

(1)第1段 階

1994年8月15日(月)か ら19日(金)の5日 間 に か け て、 東 海 テ レ ビ放

送 ニ ュ ー ス 番 組(昼 ・夕 ・夜)で 放 送 され た全 て の ニ ュ ー ス 項 目 を リス トア ップ し

た と こ ろ 、226件 が 対 象 とな っ た 。

(2)第2段 階

リス トア ップされ た項 目の うち、 同 日お よび翌 日の 中 日新 聞(朝 ・夕刊)に も掲

載 されてい る項 目に限定 し、再度 リス トア ップ した ところ半分 の113件 になった。

(3)第3段 階

この 中か ら、次 の条件 にあ う項 目をプロ トタイプ に使用 す る こ とに した。

(a)項 目 数 と して4分 野(政 治 ・経 済 、 社 会 、 国 際 、 ス ポ ー ツ)の バ ラ ンス が 取 れ

て い る こ と。

(b)テ レ ビニ ュ ー ス と新 聞 記 事 ニ ュ ー ス の 比 較 の た め 、 映 像 表 現 に適 した ニ ュ ー ス

と文 字 表 現 に適 した ニ ュ ー ス の 両 方 を使 用 す る 。

(c)話 題 性 の 高 い ニ ュ ー ス で あ る こ と。

(d)外 電 発 の ニ ュ ー ス な ど、 著 作 権 上 問 題 と な る もの は 使 用 しな い。

3.3.2デ ー タ 収 集 上 の 問 題

ニ ュ ー ス デ ー タ収 集 に は 、 次 の よ うな 問 題 が あ っ た 。

(1)テ レ ビニ ュ ース と新 聞 記 事 の不 一 致

今 回 の研 究 で は 、 テ レ ビ と新 聞 の 融 合 を 目的 と して い る た め 、 ニ ュ ース の 内 容 を
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映像 と文字 の両方 で表現す る必要 が ある。その ため、 テ レビど新聞 の両 方で取 り上

げ られ ているニュース を題材 と して選択 した。

全 国的なニュースの場合 、 テ レビで も新 聞 で も同 じよ うに取 り上 げ られ てい るの

で ほ とん ど問題 は なか ったが 、 ロー カルニ ュ ース に なる と、両者 の扱 う項 目には大

きな違いが見 られた。 また、同 じニ ュースで あって も、 その切 り口(視 点)が 違い、

時 には全 く違 った内容 にな ってい る事 もあ った。 一例 を上 げる と、 同 じ渇水 に関す

るニ ュースであ って も、一 方 は産 業界 の対応 につい て扱 い、他 方 は一般 家庭 の対 応

に つ い て扱 って い る とい っ た こ とが あ っ た 。

その ため、両者 の内容 を確 認 す る必 要があ った。

(2)書 き言葉 と読 み言 葉 の違 い

今 回の研 究で は、 目の不 自由 な人が新 聞 に接 す る こ とがで きる一つ の方法 と して

新聞記事 の音読 を行 ってい る。 ここで は書 き言葉 と読 み言葉 の違 いが 問題 となった。'

略語 や当 て字、記事 の見 出 しな どは、その まま読 ん だので は意 味が通 じない こ とが

多 い ため、分 りやす く直 す必要 が あ った。表3-1に 今 回問題 とな った書 き言葉 と

読 み言 葉 の違 い の主 だ った もの を示 す。

表3-1書 き言 葉 と読 み言葉 の違 い

種類 新聞での表現 読む際の表現

略語 四球 フ ォアボ ール

中前打 セ ン ター 前 ヒ ッ ト

五輪 オ リ ン ピ ッ ク

米 ア メ リカ

午後 四時 一同十時 午後四時から同十時まで

o表 現 「(木 戸 が)担 架で ～」 「木戸が担 架で ～」

ビー トた け し さん(47) ビー トた け しさ ん、47歳

見出 し 靖 国参拝 自 ・さ7閣 僚 自民 ・さ きが け7閣 僚 、靖 国参拝
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(3)著 作 権(2次 利 用 の 問題)

著作権 は、マ ルチ メデ ィア時代 におけ る大 きな問題 の一つで あ る。今 回の プロジ

ェク トは実験 を 目的 と していた ため、各 方面 の理解 が得 られ たが、外 電発 のニ ュー

ス や、音 楽 を使 用 してい るニ ュース な ど、著作 権処理 が難 しい項 目につ い ては使 用

を見送 ら ざる を得 なか った。

コマ ーシ ャル t(CM)に つい ては、制作会社 ・広告 主 ・放送 局の三者 が あい まい

な関係 の まま権利 を所 有 して いるため、著作権 のク リアには煩雑 さを きわめ た。 さ

らに、CMに 使用 され てい る音楽 につ いては、 この三者 とは別 に、JASRACな

どが権 利 を所 有 してお り、CMの2次 利用 の問題 を複 雑 に してい る。

この ため、今 回の プ ロ トタイプで は これ らの処 理が容易 にで きる ように、東海 テ

レビ放 送 の関連 会社 のCMで 、 なお かつ使用 されてい る音楽 につ いて も、JASR

ACな どに登録 されて い ない オ リジナルの音楽 を、作 曲者 の了解 を得 た上 で使用 し

た。

(4)作 業 負荷 につ い て

(a)新聞記 事 デ ー タの 収 集作 業

新 聞記事 単位 の文字 情 報 につ いて は新 聞記事 デー タベ ース をキー ワー ド、 日付 な

どか ら検索 す れば特 定 で きる。該 当記事 をホス トマ シ ンデー タベ ース よ りダ ウンロ

ー ドす る こ とに よ り比 較 的簡単 に文字情報 は得 られた。

新 聞一面 あ るい は記 事 単位 の入力 につい ては、今 回 はスキ ャナー に よる入力 を行

ったが、新 聞製作 か ら直接 デジ タル情報 と して得 るこ とは、先 行各社 で は、す で に

完成 してい る社 もあ り、 シス テム的 な課題 は解 決 して いる もの と言 える。

(b)報道 写真 デ ー タの収 集作 業

写真 につい て は、 写真 部、資料 部、通信社 な どか ら写真 を受 ける入力部 な ど、部

署 の守備範 囲 に よって 、扱 う写真 、保存期 間、管理 方法が違 うな ど、一元化 されて

お らず、 シス テ ム的取 り組 みが求 め られてい る。

今 回 のテス トに際 して も、 この事 情が反 映 し、資料 集め は シス テム的 な もの はほ

んの一 部 しか機 能せ ず 、手 作業 で あ った。
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(c)映 像 デ ー タの収 集作 業

今 回の プロ トタイ プに使用 したニ ュース映像 は、3.3.1の 手順 に よって項 目

が決定 され たのち、放送 内容 を録 画 した ビデ オテ ープか ら、一つ一 つ手作 業 で内容

を確 認 して コ ンピュ ー タに取 り込 む作 業 を行 ってい る。 この作 業 は非常 に手 間 と時

間がかかるため、短時間 に大量 のニ ュース項 目を処理す ることが難 しい。 このため、

将 来的 には新 聞記事 の オ ンライ ンデ ー タベ ース の ように、適 当 なキ ーワー ドか ら映

像 を 自動 的 に抽 出 で きる ような シス テ ムの構 築 が待 た れる。
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4.プ ロ トタ イ プの構 成

4.1設 計 方 針

プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム構 成 は 「3・2

以 下 の5つ の機 能 に分 割 した。

プ ロ トタ イ プ の 完 成 イ メ ー ジ」 を も と に

また一部 のニ ュース に関 しては新 聞記 事 の英語 音声 、機械音 声 、お よび新 聞記事

の用語解 説 を加 えた。

(1)ホ ッ トニ ュ ー ス 検 索

(2)分 野 別 ニ ュ ー ス 検 索

(3)キ ー ワ ー ド検 索

(4)株 式 情 報 検 索

(5)天 気 情 報 表 示

各機 能 にお ける設計 方針 は以 下 の通 りで あ る。

(1)ホ ッ トニ ュ ース 検 索

今 回 は テ レ ビ と新 聞 の 融 合 とい うね らい か ら テ レ ビ、 新 聞 の 両 方 か ら検 索 す る よ

うな イ メ ー ジの もの と した。 ま た1994年8月19日 を現 在 とい う設 定 で199

4年8月19日 の ニ ュ ー ス をホ ッ トニ ュ ー ス と した 。

(2)分 野 別 ニ ュ ー ス 検 索

1994年8月19日 以 前 の ニ ュ ース を、 「政治 ・経 済」 、 「社 会」 、 「国 際」 、

「ス ポ ー ツ」 の4分 野 に分 け分 野 別 に検 索 可 能 と した 。

(3)キ ー ワ ー ド検 索

ニ ュ ー ス の 中 か らキ ー ワ ー ドを選 択 しそ の キ ー ワ ー ドが 含 まれ る ニ ュ ー ス を検 索

可 能 と した 。 キ ー ワ ー ドに 関 す る資 料 等 を アニ メ ー シ ョン を使 っ て わ か りや す く表
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示 した 。 た だ し、20件 の 対 象 ニ ュ ー ス の 中 で複 数 ニ ュ ー ス に存 在 す る キ ー ワ ー ド

が 「渇 水 」 しか な い た め 、 今 回 は 「渇 水 」 だ け を キ ー ワ ー ド検 索 の対 象 と した 。

(4)株 式情報検 索

新 聞に記載 されてい る株 式情報 を分 野別 に検 索す る。株式 情報 に関す る シス テム

は現 在 ホス トコ ンピュ ータにてす で に各所 で運用 され てい るため将 来的 に今 回 シス

テ ム と結 ぶつ くこ とを期 待 し単 純 な検 索方法 と した。

(5)天 気 情報表示

明 日(1994年8月20日)の 天気 、お よび週 間天気 予報 を表示 す る ように し

た。

4.2シ ス テ ム 設 計

4.2.1基 本 画 面 構 成

それ ぞれの画面 のイメ ニジ を もった写真 をベ ース に して加工 しその上 にボ タ ン ・

ア イ コ ン写 真 な どを配 置 。

写真

動 画 ボ タン

文 字

グラフィック ∠=Zア イコン

ス

▲

T
I

ーべ

図4-1基 本画 面構 成 図

(1)ベ ース

写真 にす る こ とで通常 よ く使用 され る模様 をベ ース とした もの よ りニ ュース の雰

囲気 を出す ように考慮 した。
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使 用 リス ト オ ー プ ニ ン グ

新 聞 ホ ッ トニ ュ ー ス

株 式

天気 予 報

キ ー ワー ド

分 野 別 ニ ュース

… 名 古 屋 市 空 撮

… 新 聞記 事10点 を1枚 の グ ラ フ ィ ッ

ク に合 成

… 証券 取 引所

… 天気 図

… ペ ン と ノ ー ト

… 選挙 、 ス ポ ー ツ、 祭 り博 、徹 夜 で 並

ぶ 人 々

(2)ボ タ ン

各 ホ ッ トニ ュース を選択 す るため、文字 をは っ き り分 ける よ うに黒 い縁 取 りに よ

りほんの少 し奥行 きをつ けた。最近 の テ レビ画面の ようにで きるだ け影付 きの表 現

に よ り立体感 を持 たせ た。 フ ォン トは丸 ゴ シックで文字 サ イズ は22ポ イ ン ト以 上

と し、影の部 分 は2ド ッ トと した。

(3)ア イ コ ン

利 用 者が分 か りやす い よ うに、で きるだけ単純 な形 を使 用 し、文字 を入 れた方 が

良い ところは アイ コ ン上 に文字 をで きるだけ大 き く表示 した。 サ イズ は最小 の もの

で40×40ド ッ トと した。

(4)写 真

写真 は元 に なる ものが反射 原稿 か ビデ オ録画 テープか らの入力 の どち らかで対 応

した。写 真 のサ イズは取 り込 み が大 き くて も高画質 で問題 な く取 り込 め た。 ビデ オ

録 画 テー プか らの取 り込 みは、元 々動画 か らの取 り込 みで 画質 がか な り落 ちる こ と

と、素材 の テ ープがVHSで あ った ことか ら多少暗 くピ ン トが甘 い イ メージにな っ

てい る。 両方 と も取 り込 んだ後 、 ソ フ ト上 で シャープネス をか け た り、明 る さをコ

ン トロール した りして、元 のデ ー タにで きるだ け近づ け る よ うに した。
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(5)動 画

コ ンピ ュ ー タ内 部 で の 処 理 の 違 い で 次 の2つ に大 別 さ れ る。

・オ ン メ モ リ ー ア ニ メ ー シ ョ ン動 画

オ ー プ ニ ン グ:テ レ ビ、 新 聞 キ ャ ラ ク タ

新 聞 ホ ッ トニ ュ ー ス:新 聞 め く り

特 徴:動 画 を1画 面1画 面 の 連 続 表 示 す る こ とに よ っ て

ア ニ メ ー シ ョ ン と し、 デ ー タ は コ ン ピュ ー タの 内部

メモ リ に展 開 され る。 メモ リ を大 量 に消 費 す る の で

長 時 間 の ア ニ メ ー シ ョ ンに は不 向 き。

・クイ ック タ イ ム(QT)を 使 用 した動 画

オー プニ ング

各 ホ ッ トニ ュース

天気 予報

特徴

:マ ルチ メデ ィアニ ュ ース ロ ゴ

:テ レビ画面

:天 気 の解 説

:デ ー タを外 部 デ ィス ク上か ら読 み 出 してデ ー タを

再構 築 し画面 上 に表 示す るので、 コ ンピュ ー タのC

PUの 速 度 、デ ィス クの デー タ転送 速度 によって、

表 示 で きる画 素サ イズ 、画質 、画像 の なめ らか さが

コ ンピュー タの メモ リに依存 しないの で長 時 間の動

画 に向い てい る。

(6)グ ラ フ ィ ッ クス

グ ラ フ ィ ック ス デ ー タ は画 面 の 大 き さ と カ ラ ー 深 度(フ ル カ ラ ー 、 モ ノ ク ロ)等

に よ って デ ー タ量 が 大 き く変 わ る。

例)640×480(13イ ンチ モ ニ タ ー フル サ イズ)で フル カ ラ ーで 約1MB

デ ー タ量 が 多 くな れ ば な る ほ ど処 理 ス ピ ー ドに も影 響 が で て くる の で 、 今 回 は9

ビ ッ トカ ラ ー(256色 シ ス テ ム パ レ ッ ト)を 使 用 した 。

フル サ イ ズ で の 使 用 例

週 間 天 気 予 報 、 キ ー ワ ー ド検 索 の 渇水 関連 資 料
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(7)文 字

文 字 サ イズ は12ポ イ ン ト、 フ ォ ン トはOsakaと した。 ボ タ ンで 使 用 した文

字 との 違 い は 、 ボ タ ンの 場 合 は 文 字 を最 終 的 に は グ ラ フ ィ ッ ク デ ー タ と して扱 っ て

い るの で 文 字 が 変 更 に な っ た と き には 、 ワ ー プ ロの よ う に簡 単 に修 正 は で きな い。

こ こで の 文 字 は シス テ ム の文 字 を使 用 して い るの で ワ ー プ ロの よ う に変 更 可 能 。

使 用 箇 所:各 ホ ッ トニ ュ ース テ キ ス トボ タ ン を押 した と こ ろで 表 示 され る。

4.2.2基 本 的 な 画 面 作 成 フ ロー

基 本 的 な画面作 成工 程 は以下 の 図4-2画 面作 成 フ ローの通 りで あ る。

写真スキャンニ

ング

ハ ー ド:ス キ ャ ナGT-6500

ソ フ ト:ColorMagician7

グラフィックス

作成

加工 ・修正

ソ フ ト:PhotoShop

ソ フ ト:PhotoShop

Illustlator

図4-2画 面 作 成 フ ロ ー

4.2.3画 面 構成

次頁 以 降 にマ ルチ メデ ィアニ ュ ース画面 遷移 図 に従 い本 シス テムの基 本操作 ボ タ

ン、お よび各画 面 内容 を示 す 。
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初期画面

NoOO1

テ レビホ ッ ト

画面

NoOO2

ω
◎◎

新聞ホ ッ ト

画面

NoOO3

分野別画面

NoOO5

KeyWord検 索

画 面

NoOO7

検索ライン

画面

ニ ュー ス画面

NoOO4

天気予報

画面

eyWord

ヘ ッ ドラ イ ン画

NoOO8

週 間予報

画面

株 式情報

画面

株式情報

個別検索画面

付カロ・情報

画面

図4-3マ ル チ メ デ ィ ア ニ ュ ー ス 画 面 遷 移 図



基本操作ボタン

れ

遥

　

ジ
」

…}

囮

圃

)
　る移ヘスーユニ頁前(ンタボ頁前

)
　る移へ面画期初(ン汐ボーユニメ

)
　る移へ面画トツホビレテ(ンタボトツ泳ビレテ

)
　る移へ面画トツホ聞新(ンタボトツホ聞新

)
　るす刷印を字文聞新(ン汐ボバぴフ

)
　るす示表をドイが作操(ンタボプルへ

)
　るす了終をスーユニアイデメチルマ(ンタボ了終

)
　る移ヘスーユニ頁次(ンタボ頁次
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画面名称

画面NO

デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン ム ー ビ ー

NOOO1

一障
砕 、

淘語 聾

㍉1櫛 ～

テ レ ビ の マ ス コ ッ トの ア ニ メ ー シ ョ ンに よ"MULTIM

EDIANEWS"タ イ トル を 示 る
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画面名称

画面NO

初期画面

NOOO2

」

M月 〃iVP叫s

禦 ・
・㌢ 〉

讐 叢 曇r鷲
・運磁 撫 欝 曇濯 鰍 無職

鞭驚纏 鱗 職
診 て

ぐ41難 聴
ム 三

遍 顯 聖・長^∨ 菌r

嚢 」逼 ◆

記 メ ニ ュ ー ボ タ ン を ク リ ッ ク る こ と に よ 面 へ る

… テ レ ビ ホ ッ ト画 面(画 面NOOO3)へ 移 る 。

藷 タ[… 新 聞 ホ ッ ト画 面(画 面NOOO4)へ 移 る 。

璽 麗 麗 囎 … 分野別画面(画 面N…6)へ 移る・

曝 … キーワード検索画面(画 面N…8)へ 移る・
　

1-_・ ●"株 式情 輌 面(画 面NOO13)へ 移 る・

… 天 気 予 報 画 面(画 面NOO11)へ 移 る。
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画面名称

画面NO

テ レビホ ッ ト画 面

NOOO3

819Aの ニ ュ ー ス の ヘ ッ ドラ イ ンが 示 され る

ヘ ッ ドラ イ ンが ボ タ ン と な っ て い る

''"膓 筈

罵
s・ ・iIs

… ニ ュ ー ス 画 面(画 面NOOO5)へ 移

り、 各 ニ ュ ー ス を表 示 。
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ゼ
3
宿

舎

繊麗

　　 　　

らの証

 

カ禰

冶 榔
砕ぬ 、

9
え
百
工
き

`

汽
"埠
‖

べ
■
ゼ

8
で
口
」

、
守

 量

り
内
古
情
き

ξ

、帖
W
巳
諸
.
π
廻
身

柄
影

2

裏
↑

a

‖

■
」
■
(n4
■
6

0
に
声

一い
"
■
0

購
.よ
シ
4i

㎡

一口
尾
珂
き

e

置
苔

ε

‖

X
叶

む
落
角

ソ唱
R

朗
蓬

霧
茎

廻苦

辛

ぼ

.9

ぼ
ー
.
轟

㌻
露

ぎ

蛋
曽

‖

り㍉
‖

》

4

,
　

軍装

‖

…虫
塁

基
山

買
鴨

.菖
■
1

■
■
鴫

■=
』

『
領墜
a

6
‖

強
奪

浩
.…

蕩
◎
冨

陥装

ε

追

奪

欝
鷲

品
品
註

記

義C
、8

.旨
緬
●≒
き

一ξ

萎

只
}

一2

已ヨ
ソ5
疋

口
ぜ
Σ
2

S
冒

4

蓬
ぺ
窪

嬉
露

胃
桑
田
〉空
目

‖

萎

}

●
ば
8
;
ミ
‖

P
苦
い|

で
ぷ
"

鳶
馨

C
校量

十
.9

‖̀

呵

蓼

6

ヨ
蓼

べあ
‖

イ‖

古
樹

‖

弓
」

9
⇔

い§

蔓

ざデ

霧
叉
幼

き

ま
桓
遁
籔

吉
?
嵩
量

鷲鼻
当

字

融

㌢

、
'

.ぷ

繁

二
=

ス面

 

一
ーユ

一
一

 

、ノを記

 

、

言彦

 

よゲ
」}とこるクツ戊1クを

るへ5000N面
.

43
ト



画面名称
'画 面NO

ニ ュ ー ス 画 面

NOOO5

連 剤 亡白 蜜 蟹 一?」End 形一ー一
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画面名称

画面NO

ニ ュ ー ス 画 面(テ レ ビ ニ ュ ー ス)

NOOO5

テ レ ビニ ュ ー ス 面 を 示 る

『 … 一 テ レビボ タ ンをク リ ック した と きテ レビニ ュー

ス が表 示 され る。
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(新聞音声)ニ ュ ー ス 画 面画面名称

500NO画面NO

ご㌻,c>t■ ㍍
で,ぷ㌣ 烈

:三

旬c:
な:::・、ぺ

ジ㌫
※
鷲

簗
堅
鞠ぺ総
ぎ
を
蒙

べ
藁
葺

難

駿
磯
綴
馨
難

「≧
韓
絃

。2

画
灘

4

」

、、湊
蚕
鰹

蒔
舷

舷琶

麿

資

磯
総

・、葵

w垣 ㍉`∫嫉

麺 さ磁
1＼ ＼s

、
髭

願

⇔毒
パ

'

、晴

ー

膨
㌦

ぺ蓉
S
潤

贋
首

㌔
芸
↑
幽

ン蕊 ・

ピソ

診 ご

:痴ミ＼

 

ダぼ
察

、ご
鵜灘i
診 占況 、じ羅 ト㌘㌧

 

「捻

㌧
彩

'
、、

志

ひ忌

.ゴ

「
・竃

、ジ

ご

　

森

翻
ザ
を

纏
、離
卑
ぐ
借

書

…法ス
き

ゾ
〉緊㌢

ぽ
鰺「ぎワ鷲sぐ※

"

ジ1饗鍛劃±
て 

＼

一
=

れ る

 

さ爪÷、 カ
、

面れた音声がiを読 み上1

る
、

よ土 古証証証音声は

音声 ボ タ ンを ク リ ック した とき新 聞記事

 

●■●●

が読 み上 げ られ る。

一 一 一 〉
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画面名称

画面NO

ニ ュ ー ス画 面(新 聞文 字)

NOOO5

事忌 芯べ?〉∠〉 ア》"ぺ'べ'`い'

〆
、"

ず
ジ

,
.λ
&

㌶

靭」

〃

ト

、O

'

や

〃

げ
、ご

」

べ

「

/

・.・・
㌻
芸

、

ち

㌔
グ

♂

塗
危難
鱗

、

ぶ
ゴ

鑑
で

..

,プ=

・←きア声'

惣
雲
譲

苦

'鹸 ∵ぷ ≡ 〉溢 蕊'ご≡ 壷
:㌶ 鞍:1蓉,拶琵 磁:犠 ∵怒1蕊 ㌢法 慾 籟 嬢 法 諺 鎮A一

瓢 縫 諸 灘 ξ
尊 一 －r.亘 、

、.、 、.一 型:

中日新聞 秦肝ll199406201面

001頁0919字

]各差2.226|音(こ 書広大'1、剛 害‖り案

3月 の住民基本台帳 を基に算定2倍 超

41選 挙区 に

自治省 が十九日発 表した今年三月三十一日現在の住

.民 基本台山臥 口によると、.'(石 川
,忠雄会長)が 勧告した全国三〇C司 ・選挙囚間の人口格差

は最大二 ・二=ゴ寸音に拡大 している こと力田月らかにな っ

た。遠ξ義会が区割 り案づ くりの基礎 とした一九九〇年国 ..

勢調査では二 ・一三七倍だった。最小ノUコ選挙区との格

差が二倍を超える選挙区 も二十八か ら四十一に大幅に増

加 した。また、一部の都道府県間でノUコが多も、のに定数

力沙 ない 「逆転現象」が生 じ、千葉、滋賀県な ど六道府

郷 蔵 慨 糎 事態臨 ている・いず蹴 。

…………

三雲=≧ 欝 蹴 麟 …………
民基本台帳 人口から三〇ぴ1・選挙区 の最新人口 を算定 し

たoこ の糸繰 、人口最大選挙区は悪 『H区(一 宮市な

ど)で 、九〇年 国勢調査 より約一万人増えて五十五万

五千四百五十五人。九〇年に最大だった北 海道八区(函

館市な ど)は 約六千人減少 して五番目とな った。一方、

葺 　 ≡"'…薗"⇔ 拍二融 融}…1〔 ∵ 愉,蘂 、

ノ㌫ 濃 注;ぷ㌻ 算・ilミ難 ㌻ ・・戸'昏,芯 ☆ ☆ ・ミ㌘ ㌶

合

コ
iii

iiii

i………

iiii

iiii

iiii

…iii

iii

回

冗ぶ ▽ 二∫

1`・ こ
.:・三

:廷 賠1
"∴ ∵㌔

ぶζ詫

iiiil離

礁1

………・膿 譲
玄ンFぷ ・完

メ=〔 ゾ.＼ ◇

灘 三三江壼

呈露

騰i
ξ蟻 鵜

瞼薄
.講㌻

燃w二ぱ灘 芦
〉 ・汝 ＼プ ・

～か 、・:、.

尽苦 ス
・漂 石

ミ ・

《
筆
1;・

.7こ

・・x

㌧㍉

ξ

芯

う:三

1:
.二♪`

μ旬.

・＼ 、嚇 　・{

翌θ パ,.:逗"

㍉ 誤 謬 ・㌫1ト

、,・ ・ 〃[鯉 づ ρ

'∴"∵
。_べ ㍉・・ 三

、.o`.

聖霊「へ 「 ・."

/1

・≒
一._ぷ 一 一 ・.」

融
　 　 　 　

灘 醸離 礁i漿
∴ジ言黙 鞍
『優 ・・ 騨 ぽ ぶ

㍊縮 薩 購 繋
さ

総 懸 慾欝 鍵筆…

ム 言

△ を 示 る '=1'の1'=1'を ク1ッ ク し た と 三…五

三'が 示 され る'耳 △ は 上 下 ス ク ロ ー ル 可 比 面面 の ときプ

リ ン トボ タ ン を ク1ッ ク した と
't'がElれ る

・ ・ … テ キ ス トボ タ ンを ク リ ッ ク した と き新 聞 文 字 が 表

示 さ れ る。
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画面名称

画面NO

ニ ュー ス画 面(CM)

NOOO5

甘

「
'≠

?
「
ス
"
ぷ

三篶 ≧

了'『弓;三己
,、㌫ ぶ

へ ・卜%・エ ・ピ ・

ぎ繋綴 織

窪㌻

藤
江蕊

≠;蔦一}…元

灘竃i蕪雑繋1轟欝鷺強襲離籍艦;鎌
鑓
鑛
犠
三亮治'・祭き鰍㌘三をど蓬:灘:こ ご 会 べ・三∴:.;、題 葦{5㌢ 、.さ

連 曲

聯繋

ま`烈

,㌧
ev

_工

:㌻i秘::憲演1熱 三ξ憲:1:ξ
・・△Oi㌶ 己:寮 ご ε㌻:i写弩 芯 ごフ 』1'.・ 鴛:,1・が ～鰺 ㍉

愚i麟εき診㌻髭離凝瓢 ∴慈蒙一離調㌻
ζ<1;・ミー ・1、 、㌶ ぺ・・㌧ ・〆 ぺ ぷll:∵ こ ミメ1で/1'㌔"・1〆 パ

二 ∨〆 ・.1=3二t・1).-tl.;.㌦;.r-,:、 ・汽 監 奏'ぷ 二 ・・二:〆"・^"㌧ ㌧・ポ.:3・:三 、';:.ジ㌘ 三S㍗1〕 三 ぺ:?ぶ,、rSt{∴}・

'漏 踵

[:一 〉

9
」 E。d 号

三 日

ボ タ ンが され ない と き イベ ン トが ない と きCM 画 が

示 され る
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画面名称

画面NO

分野別画面

NOOO6

●

・ぎ 鶴

'●

一社一

{θ
、

}

ぐ 唾1■ 薩

陰
々β

し

㍊6運 汐

≠▲ θ総 廠

醒il－ ユ」劃 ◆

三 日

4の が ボ タ ン と な っ て お 1ヘ ッ ドラ イ ン画 面N－
… 政 治 ・経 済

… 社 会

… ス ポ ー ツ

… 国 際
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画面名称

画面NO

分 野別ヘ ッ ドライ ン画面

NOOO7

恒趣
⇔

一

汗
輪

載
繊

麗
謀
議

一

覧

〆
乏

"諸

盤
『'・㌦竃 溺

ごへ 合に

ご・ 孤露;

8

、
9

パ

ー
五

官
且

"&

∵

輪
&

&,11・91i.

舞1

・'&1鰺

◆ 割 翌」 魍魎/墨12」N◆

機 能説 明

てい る。

IF迎 鐘遍塵1、.掴 一

各 分 野 の ヘ ッ ドラ イ ンが 表 示 され る 。 ヘ ッ ドラ イ ン が ボ タ ン と な っ

一

扇 … 分 野別 画 面(画 面N…6)へ 移 る・一

ぷ 麺醗 ・〉 旦8

-一}一

… ニ ュ ー ス 画 面(下 面NOOO5)へ 移 る。

.=

"∨ 薫&1郵
・ 〔
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画面名称

画面NO

キ ー ワー ド検索 画面

NOOO8

渇

,

ぐ

爵 野

際 一型 璽∋ ◆

日

量 の の キ ー ワ ー ド を 示 るA口 は'の み ク リ ッ ク

ロ と る

'◆'キ ー ワ ー ドヘ ッ ドラ イ ン 画 面(画 面

.・,

NOOO9)へ 移 る 。

/
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画面名称

画面NO

キ ー ワ ー ドヘ ッ ドラ イ ン画 面

NOOO9

　 　　ぬざ 　　 ぶ

襲灘 鑛下
各難⑳縫麺《量

[
羅ミ

国

難

江

i{

]
「=言

口

魎

脇
岱 麟

剛

紐1
丁誠 　房[這

身饗の}幽 く/聾』[訊朋預証 れ

鋼

腿 昆
丁奪藩三態薄 暮簿

● 一

キ ー ワー ド検 索 画 面(画 面NOOO8)よ り選 択 さ れ た キ ー ワ ー ド

の ヘ ッ ドラ イ ン を表 示 す る 。

顕 一 キーワードー(画 面N…8)べ 移る・

醐 脇 灘 翻一
… ニ ュ ー ス 画 面(画 面NOOO5)へ 移 る。

。躍_… 鯉一 一
一一 一 一
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画面名称

画面NO

付加情報画面

NOO10

1灘
惣堀

東司 嘉 羅L
場)r・;,

東京地区の州ヨ繍1の ためのネットワーク市場のこと。参加者

は、①外1囎 躍 喬艮行(為 銀)① 外国為替売買の媒介業 苦(為 替 づ'lli?Jl

ローカー)③ 鯨 に進出 した外国 浪行、④大蔵大臣のfLU里人としての'

日本銀行、⑤非金融法人企業および個 人。取弓1形態は東京≡卵1所 のtt.

ような具∫季的な取引の場(オ ープン ・マーケット方式)は な く、参加者 流

醜 語(こよるtgrgiBe]1(テ レホンmel)為N"EVSの 纐 は、俄資金取1;…

引溌 斉が取引5覧約日から二日以内の8餅「櫃植 物 相場、⑨三日以上一二カ ・:ミ

月ものまでの繍 「間跣 物相場、③東京銀行の前日の対顧客公表相場であ 鳶

り、米 ドルからECUま での一 七種の通貨をカバーする対8賭 電信売買 ミ,

璽,ξ馨鵠駕鷲綴耀㌔ 灘認欝 曇
値、一五時三〇分に午後の終わり値 を発表 している。為替 レートの発表 ぷ

は、特定のタ蹴 公i慈長行が持ち回 りで担 当となっている。日本経済

購:

面で・市場拡大に拍 車がかかり、和げ'ヤ稼ぎの資金も多 く流入 した。さら

に八四年の実需原則の撤廃、八七年一 月の仲介業者経由のコ四時間 胴 「

の解禁 も市場拡大に大きく影響 した。九三年八月一 ヒ日、同市場の円 ・

ドル レートは一時、市場最高値の一 ド'ル=-CO円 四〇銭に急騰 した ▽

が、その後は、米国の市場介入 もあ って一〇四Pト 六円台に下陸 した。

一
'耳 ± の 語 古 の 三'を 示 る "も ど る"ボ タ ン を ク リ

ッ

ク る こ と に よ 一 の 面 面 に 一 る

[コ.. ・ニ ュ ー・一・ス 画 面(画 面NOOO5)へ 移 る
。
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画面名称

画面NO

天気予報画面

NOO11

日 目の 天 生 面 を 示 る

「千]・ ・天気 予 報(動 画)が 表 示 され る。

回 ・ ・天 気予 報(動 画)が 停 止 され る.

・ ・週 間 予 報 画 面(画 面NOO12)へ 移 る。
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画面名称

画面NO

週間予報画面

NOO12

ぐ 割 圃 壷 」旦」』勾 ◆

を 示 る

… 天 気 予 報 画 面(画 面NO:O"11)'へ 移 る .。・
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画面名称

画面NO

株式情報画面

NOO13

を 示 る が ボ タ ン と な っ て い る

… 株式 情 報分 野別 画 面(画 面NOO14)へ 移

る。
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面 7、

画面NO

式 主tSl画 面

NOO14

ム 日

面 画NOO13で'さ れ た の を

示 る

圃1… 株一 面(画 面N・ ・13)へ 移る・
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画面名称

画面NO

ヘ ル プ画面

隷

議

講

書

ぷ藷

裂
、麓

擦
「.叉、

藁

蓑

糠
藤
織

灘
繋
親
鍵

　難慰
籍灘叢
雛鰹曝襲蓼鰻登
・8ぷ 亡a無 竃

藤 湊 ぷ.元 ・∴ 伽 徽 ・、・バ ぷ ・ぽ 一そ・・,.㌃ ・＼・.、・・一 、苅 ぷ ㍗:ど二癬 、こ

涜紗 繍 ぺ篶 ε議1還㌶ ぶ ○ジ 惣1纂 三ミ諜 灘鐘

藁'濃 、ζ蘂

懸1
"<ll,る:1:「㌘さ 至心続空冷.迄 言/1・鰭'・マジ・、:ジ」、i;ミ亥 込㌶_,..彩 鳶姪 ミ藁ミ膓,・".>t、

1暴 罰 旦 」E
.d号

三 日

ヘ ル プ ボ タ ンを ク τ ッ ク る こ と に よ ヘ ル プ メ ッセ ー ジ を 示

る
' 一 ヘ ル プ ボ タ ン を ク リ ッ ク る と一 の 面 に 一 る
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4.2.4デ ー タ作 成 上 の 考 慮 点

デ ー タの 作 成 に際 して、 コ ン ピ ュ ー タは マ ッキ ン トッ シ ュ を使 用 したが 、将 来 的

にWINDOWSマ シ ー ン に も対 応 させ る こ とを想 定 し以 下 の よ う な デ ー タ名 に し

た 。

*データ名の付け方

(例)

ECO81510,拡 張子

分野

EC-一 政治 ・経済

SO-一一社会

正N-一一国際

SP___ス ポーツ

/
ー/

日 付 本 番 枝 番

(@月@日)(1記 事に対して複数データが存在する場合、

1から探春)

データ種類

動画データ ー-mvi

静止画データ ー一－pct

音声データ ー-snd

テキストデータ一-tIt

本 シス テ ムの デー タ構成 は次 頁 図4-4デ ー タ構 成 図 の通 りであ る。
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卜1news

D

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口
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D
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ロ

口

口

口

口

D

口

D

口

口

D

口

D

D

D

口

D

D

口

口

D

D

D

口
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ecO81511.PCT

ecO81512.PCT

ecO81811.PCT

ecO81812.PCT

ecO81911.PCT

ecOSI912.PCT
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4.3ハ ー ドウ ェ ア 構 成

プ ロ トタ イ プの ハ ー ドウ ェ ア お よ び オ ペ レー テ ィ ン グ シス テ ム(OS)等 の 仕 様

は以 下 の 通 りで あ る 。

(1)パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ本 体

(2)オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム(OS)

(3)CD-ROMド ライ ブ

Macintosh

漢 字TALK7

4.4ソ フ トウ ェ ア 構 成

ソフ トウ ェアの仕様 は以 下 の通 りであ る。

(1)開 発 ソ フ ト

(2)必 要 環境

MACROMIND

DIRECTOR3.1日 本 語 版

必 要 空 きメ モ リ4MB以 上

QuickTime1.6以 上

デ ィス プ レイ モ ー ド32000色

CPU-MC68040以 上 が 望 ま しい
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4.5プ ロ トタ イ プ 作 成 手 川頁

プ ロ ト タ イ プ 作 成 に 際 して は 以 下 の 手 順 で 行 っ た 。

(1)シ ナ リ オ作 成

(シ ス テ ム設 計)

(2)画 面 デ ザ イ ン

(3)動 画 の 作 成

(5)音 声 の 作 成

(6)テ キ ス トの作 成

(1)シ ナ リオ作 成(シ ス テ ム 設 計)

シ ス テ ム の ス トー リ を作 成 し、 画 面 遷 移 図 等 を作 成 。

(2)画 面 デ ザ イ ン

ボ タ ン、 画 面 バ ッ ク等 を グ ラ フ ィ ック で作 成 。

(3)動 画 の作 成

VHSテ ー プ に入 っ た テ レ ビ ニ ュ ー ス をパ ソ コ ンへ 取 り込 み 、 取 り込 ん だ デ ー タ

をCINEPAC形 式 で圧 縮 。 パ ソ コ ンへ の 取 り込 み 時 はVIDEOFUSIONを 使 用 し、Adobe

PremiereでCINEPAC形 式 に圧 縮 。
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(4)静 止 画 の 作 成

新 聞 の 縮 刷 版 を ス キ ャ ナ ー で 取 り込 み 。 取 り込 ん だ 画 像 はPhotoShop又 は

Illustlatorで 加 工 、 編 集 。

(5)音 声 の作 成

カ セ ッ トテ ー プ に 入 っ た 音 声 を パ ソ コ ンへ 取 り込 み 。 取 り込 ん だ 音 声 はSound

EditProで 編 集 、 加 工 。

(6)文 字 の作 成

中 日新 聞 の デ ー タベ ー ス デ ー タ をパ ソ コ ンへ 取 り込 み 。

(7)オ ー サ リ ング

各 素 材 を も と に オ ー サ リ ング(シ ス テ ム作 成)。

プ ロ トタ イ プ作 成 手 順 の 概 要 を次 頁 図4-5に 示 す 。
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↓

図4-5

CD-ROM

プロ トタイプ作成手順概要図
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4.6登 録 デ ー タ ー 覧

今 回登 録 デー タは1994年8月15日 か ら1994年8月19日 の期 間 の中 か

ら20項 目のデー タを抜粋 して いる。各 デrタ には新 聞画像(中 日新 聞 の縮刷版 を

ス キ ャニ ング した もの)、 テ レビニュース映像 、新 聞音 声(新 聞記事 を読 み上 げ た

もの)が 登録 され て い る。

表4-1登 録 デ ー ター 覧
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5.プ ロ トタイ プの 評 価

プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 評 価 方 法 と して ア ンケ ー トに よ る評 価 方 式 を と った 。

情 報 関 係 に携 わ る会 社 員36名 を対 象 に、1995年1月13日(対 象14名)、

1月18日(対 象22名)に 分 け て 、 プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の デ モ を行 い 、 ア ンケ

ー トを実 施 した
。

ア ンケ ー トに よる評価結果 を ま とめ る と以下の ようにな る。

(1)新 しい形態の ニュー ス メデ ィア と しての使 用意 向が高 い。

(プ ロ トタイプの ような シス テム を使 ってみ たい と回答 した人の割 合が

63%)

(2)「 自分 の仕事 の ため」 、 「教養 を高 め るため」 に利用 で きる。

(30%の 人が 「自分 の仕 事 の ため」 、 「教 養 を高 め るため」 に利用 で き

る と回答)

(3)現 行 の新 聞、 テ レビ との競合 は少 な く、全 く新 しい形態 のサ ー ビス となる

可能性 が高 い。

(新 聞は52%の 人が 、 テ レビは38%の 人が今 まで通 り、新 聞、 テ レビ

は見 る と回答)

(4)シ ステ ムの月 間使 用料 は5,000円 以 下が望 ま しい。

(91%の 人が1ヵ 月当た りの使用料金 は5,000円 以下が適 当 と回答)

(5)シ ステムの中に広告(CM)を 入れ ることは、使用料 を安 くす るためには、

あ る程 度必要 であ る。

現在 の技術 お よび制度上 で は、異 なるメデ ィアを統合 デー タベ ース化 し、即 時 に、

新 しい形 態 のニュース をサ ー ビスす るには、多 くの課題 が残 され ている。 しか し、

今 回の実験 は、将 来、新 しい情報 提 供手段 の可能性 を秘 め た もので あ った と評価 で

きる。
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5.1プ ロ トタ イ プ 評 価 結 果

(1)評 価調査対象者数
・情報産業関係者36名

(2)評 価調査 日
・1995年1月13日(金) 、

(3)回 答者の属性
・年齢

20歳 代

30歳 代

40歳 代

50歳 代以上

・パ ソコンの 自宅での利用状況

現在利用 している

今後利用 したい と思 っている

以前利用 していた

利用するつ もりはない

・月間新聞購読数

1紙

2紙

3紙

4紙 以上

無回答

・テ レビのニュース番組利用状況

毎日決 まった番組を見 ている

毎日見るが番組 はバ ラバ ラである

ときどき見る程度である

ほとんど見ない

1995年1月18日(水)

13名(36.1%)

8名(22.2%)

7名(19.4%)

8名(22.2%)

12名(33.3%)

14名(38.9%)

1名(2.8%)

9名(25.0%〉

19名(52.8%)

9名(25.0%)

2名(5.6%)

2名(5.6%)

4名(11.1%)

13名(36.1%)

18名(50.0%)

4名(11.1%)

1名(2.8%)

・毎月の投資情報(新 聞、テレビ、雑誌等)料 状況

3,000円 以 下

3,000円 ～5

5,000Fヨ ～10

10,000円 ～20

20,000円 以 上

6名

000円14名

000円10名

000円4名

2名

(16.7%)
(38.9%)
(27.8%)
(11.1%)
(5.6%)
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lQ,.こ の よ うな 「報道 ニ ュース」 サ ー ビスが オ ン.デ マ ン ド(見 た いニ ュース を見 たい とき}こ
　

呼 び出せ る)で 提 供 され た場 合 あ なた は次の どれ に該 当 します か?

1
11.是 非使 ってみ たい(5.6)

13・ わか らない(25・0)

2.使 っ て み た い(58.3)

4.使 わ な い(11.1)

「2.使 ってみたい」 との回答が58.3%(「1.是 非使 ってみたい」 を合わせる と63.9

%)と 最 も多 く、次いで 「3.わ か らない」が25.0%、 「4.使 わない」が11.1%と いう順

になった。

評価調査対象者が情報産業関係者だったためか、新 聞で もテ レビで もない新たな報道ニュース

サービスの形態に対 して肯定的な回答が多かった。

しかし、 「2.使 ってみたい」 との回答の中にも 「もっ と改良の必要があ り、現状では使わな

い」あるいは 「著作権の法的な問題が今後の課題」 との指摘は多かった。

是非使 ってみ

使わない

11%

たい

6%

わからない

25%

使 ってみたい

58%

唖 是非使って 翻 使ってみた 圏 わからない 自 使わない

みたい い

図5-1利 用希望状況
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麗醜螢
「1.自 分の仕事のため」 と 「2.教 養を高めるため」の回答が30.4%、 「5.そ の他」が

26.1%、 「4.単 なる娯楽のため」が21.7%と 意見が分かれた。 「3 .語学 を高めるため」
は回答ゼロだったが、これは 「著作権の法的な問題」 によ り国内の記事 に絞 ったことや新 聞記事

の英文音声機能の説明不足が原因だろう。

〈5.そ の他の回答 〉

限 られた時 間 にニ ュース を まとめ て見 るため
・夜 中で も見 れ る(見 たい ときに見 れ る)

・オ ン ・デマ ン ドで ニ ュース を見 る

・ニ ュース番 組 のか わ り

・一般 情報 の収集

・自由 な時 間 に必 要 な デー タを得 る ため

単なる娯楽の

ため

自分の仕事の

ため

語学向上のた

め

0%

教養を高める

ため

28%

圏 自分の仕 口 教養を高 ■ 語学向上 目 単なる娯 ㎜ その他

事のため めるため のため 楽のため

図5-2利 用の目的
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「"一 ーー一'一 一'一 一'"一 ‥ 一"丁'一 ー 一'一"一 一≡一 一 ー 一'一'一 一 一'一 一]

lQ3謙 確 言 ㍊ 蒜 嬬 来オンラインで家庭へ提供された場合あなたはi

l,i

已麸総 鍵 ∴_…]
「2.3,000円 ～5,000円 」 とい う回答 が約半 分 の47.8%、 「1.3,0

00円 以下」 の43.5%を 合 わせ る と実 に91.3%に 達 した。 「3.5,000～10,

000円 」 は8.7%、 「4.10,000～20,000円 」 と 「5.20,000円 以上」 に

至 って は回答 ゼ ロであ った。

属性 で の設 問 の 『毎 月の情報料(新 聞、 テ レビ、雑誌 等)は?』 で得 られ た回答 も加味 し、

新 たな報道 ニ ュースサ ー ビス の月額使 用 料 は、新 聞の1カ 月購 読料 とほ ぼ同等 な料 金(5,0

00円 以下)を 大 幅 にア ップす るこ とは不可 能 だ と考 え られ る。

5,000～

10,000円

9%

000円 以下

44%

圃3,000

以 下

㎜10,000

～20
,

00円

国3,000

～5
,00

0円

田20,000

円以上

日5,000

～10
,

00円

図5-3利 用価格
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1.操 作が難iしそ うだから(0)

2.今 まで通 り新聞、テ レビを利用するか ら(76.9)

3.コ ンピュータが嫌いだから(7.7)

4.以 下の項 目が不足又 は不満であるため(複 数回答可)(38.5)

「2.今 まで通 り新 聞、テ レビを利用するから」 との回答が76.9%と 多数を占めた。次いで

「4.以 下の項 目が不足又は不満であるため(複 数回答可)」38.5%、 さらに 「3.コ ンピュ
ータが嫌いだから」7 .7%も 僅かなが らあった。 「1.操 作が難 しそ うだか ら」 とい う回答はゼ

ロで、 これ も情報産業関係者による結果か もしれない。
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不満がある

コ ン ピュ ー タが嫌

い

今 まで通 り新 聞 ・

テ レビを利用 する

操作カミ難iしい

睡

図5-4利 用 しない理 由

画面構成

画質

音質

画面展開

応答速度

操作性

情報量

図5-5不 満 の理由
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Q5,こ の ような 「報道ニュース」サービスを利用 された場合あなたは 「新 聞」や 「テ レビ」は1

どの ようになると思いますか?(複 数回答可)

1.新 聞 ニ ュース は今 まで通 り読 む(52.8)

2.新 聞 ニ ュrス は次 第 に読 まな くなる(22.2)

3.テ レビニュース は今 まで通 り見 る(38.9)

4.テ レビニュース は次 第 に見 な くなる(11.1)

5.今 まで と何 ら変 わ らない(38.9)

6.そ の他( ,、t。)(2.8)

]

1

`
『
1

,
,
1

`
,
1

,,
1

・この ような 「報道ニユrス 」サービスと 「新聞」や 「剛 と輪 についてご意見1

(が あ りましたらご記入下さい.tt,、 一 ・、 ■

1

「1.新 聞は今 まで通 り読 む」が52,8%と 最 も多 く、次いで 「3.テ レビは今 まで通 り見 る」

と 「5.今 まで と何 ら変わ らない」が38.9%で あった。これは、自由回答に記入 された内容か

ら見 れば当然の結果かもしれないが、'そのL方 で 「2.新 聞は次第 に読 まな くなる」、 「4.テ レ

ビは次第に見 な くなる」 との回答 もそれぞれ22.2%、11.1%も あった。

〈自由回答〉

・将来
、新聞の宅配の代替手段 として発展可能でV4な いか。 また予約 を必要 としないVTRと

して も利用で きる。

・新聞で もない、テ レビで もない新 たな情報サービスの形態が望 まれる。
・TPOの 違いによって住 み分けが可能 と思 う。
・それぞれ 目的が違 うため競合 とい うことにはならないだろう』。

テ レビ:速 報 性 新聞:詳 細 に ニュー・ス ・オン ・デマ ン ド:概 略 としてまとめて見 る
・過去のデータとしてなら可能 と思 うが・… ・

・競合はあま りお きない
。

・ 「報道ニュース]の 元 ネタは 「新聞」、 「テ レビ」であるため、今後情報元 との調整がかな

り必要。
・ 「新聞」+「 テレビ」の結果が 「報道ニュース」だ と考えている。
・テレビは～しなが ら見る し、新聞はどんな場所でも読めるの で、特 にこれを利用す る目的が

なければ利用する気 にな らない。
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無回答

その他

今までと変わらない

テレビは次第に見な

くなる

テレビは今 まで通 り

読む

新聞は次第に読 まな

くなる

新聞は今 まで通 り読

む

図5-6テ レビと新聞の利用

74



「 一ー 一≡一 ーー一 合ー一 一'一 ‥ 一 ≡一一'一 ー 一'一`'一'一 一"一"一 一'一 ー一一']

lQ6㎡i躍 …㌫ 野 導ニュース」サービスにも広告の掲載は必要だと思いますか?又 ・その理i

!i

!5:業ii… 享膓;6g:!12・ わ姦6暮 し～,.8i・7)i

L竺L_______⊥ ■

「2.わ か らない」41.7%、 「1必 要である」38,9%、 「3.不 要である」16.7%、

「無回答」2.8%の 順であった。広告を"収 入源"と みなすか"利 用上は不要なモノ"と みな

すかで意見が分かれ、その結果 「わからない」 との回答が最 も多 くなったのではないだろうか。

〈自由回答〉

・収入源 になる。
・利用料金を安価 にするため。
・使用料 を安 くするため。
・無 くす ることがで きれば理想的ではあるが、 コス ト低減上必要である。
・サー ビス媒体 として不可欠である

。
・新 しい メディアに広告 はつきものだと思 う

。お もしろい ものにするためには収入が必要。
・料金設定で現在のように広告収入が見込めれば

、安 く設定できるので、ユーザーとしては何

とも言えないが、広告が無 くて済むなら無い方が良い。

・情報過剰の状態であ り
、必要なものを整理する必要がある。

・媒体価値があるかどうかの問題
。利用者の立場からすれば不要。

・ニュースの情報が知 りたいだけなので不要だ と思 う
。

・広告 を掲載す ることにより使用料が安 くなるならばあって も良いが機能的には不要なものだ

と思 う。

・ニュース内容が うすれて しまう
。

・見たいニュース さえわかればよいから
。

・使用料が安 くお さえ られるのではないか?

・広告のみのニュースがあっても良いと思 う
。その為実際の広告ニュースが内容不一致である

為同時掲載 は不要。
・情報の一つであるか ら。
・広告の必要性は感 じられないが、待ち時間での表示方法 について別のモ ノで も良いと感 じら

れる。,
・自らが興味情報 を引 っぱ り出すサービスなので広告 はい らない

。
・どちらで もよい と思 う

。
・月額使用料 を低価格 にす るため。
・視聴者が見 るかどうかわか らない

。
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無回答

3%

わか らない

41%

必 要で ある

39%

■ 必要である 口 わからない 目 不要である 脚 無回答

図5-7広 告の必要性
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〈自由回答〉

・大変面 白い実験 だと思 います。

現状 のプロ トタイプで は、実際の利用構成、内容面では充分不十分 と思い ますが、将来的に

は技術 ・制度が進めば楽 しい と思い ます。

・普通ニュースの項 目は もっと多 くなったときどうなるのか?

一画面では見れない と思 う
。

・使用料金の課金 は月額使用料 とい う方法のみか?

選択 で きないだろうか
・個人的には、新聞 をス キャニ ング したデータを表示する機能は不要 と思 う。
・PCで 使 うのだか らデータを表計算等へ渡せる と便利ではないか。
・テレビニュース画面が小 さいのではないか

。
・値段が安 く

、画面 も大 きく見やす く、操作 も簡単で、 タイム ラグが殆 どなければ受け入れ ら

れるのではないか。

・新聞記事の興味ある部分のみ をハ ー ドコピーを取 り通勤列車で読むことも考 えられる。
・広告については

、産業別でインフ ォマー シャル としての利用 は どうか。
・TVと 新 聞の特徴 をもっとうまく融合 させ ることが必要

。
・著作権の法的な問題 は今後の課題 として残 るが

、それは別の場で論議 して実験 としてや る場

合は、この問題 に係 わらない方が良い。
・新聞等の記事の場合、参考資料 、データ、過去の記録等の情報検索の充実がある と利用価値

思 う。
・ビデオ ・オン ・デマ ン ドは良い

。帰宅 しそ1日 のニュース を決め られた時間ではな く自由な

時間で見 られることに価値がある。

新聞記事 については、 キーワー ドによる解説が出来 た り、古 い記事が検索出来 るのは良い。

上記 の点か らテ レビ、新聞の融合 も価値 も意味ある。
・HOTNEWSと い うことで速報性(リ アル タイム性)も 要求 されると思 う

。
・デー タのメンテナ ンスが大変そ うだ。データinputに かかるタイムラグをどう考 えれば

いいのだろうか。

・著作権等の法令の問題
、通信設備(ニ ュース ソースの提供方法)の 問題がク リアにならない

と実現はむずか しいのではないか?

・双方向の情報享受を含めたマルチメディアが出来れば非常に有意義 になろう。
・ 「イ ンタラクティブ性」が低 いように感 じられる

。
・最近の地震報道で も自分が この情報 を見 たい と思 ったとき

、例 えば交通情報 などがその場で

でるようになるといい と思 う。
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自由回答 の他 に一 人の利用 者 と しての意見 を得 たので以下 に示す 。

(1)「 検 索 の時間」 と 「記事表 現」 につ いて

(a)検 索 時 間

検索 は、 ご く一般 的 な メニュ ー方 式で あるが、画面 が小 さ く文字 も小 さいの で全

体 的 に見 に くい 。

メニ ュー選択 か ら、 目的 の画面 に至 る まで時 間が か か る。瞬 時で な くて もいいが

もう少 し短い方がいい。時 間が かか ると感 じるのは、新 聞のページをめ くる感 じや 、

テ レビの チ ャ ンネ ル を切 り替 え る感 じに慣 れ てい るせ いか も知 れ ない。

ただ、 目的 とす る記事 だけが 出て くるの は、 当然 の こ となが ら魅力 であ る。

(b)記 事 表 現(画 面 上 に お け る 印 象)

(イ)1つ の端末 で、 同時 に2つ のメデ ィア を扱 うこ とは、双方 の特質 を削 ぐこ と

になる場合 が多 い。ニ ュ ース の内容 によっては、一 方の メデ ィア を主 と し、他 方の

メデ ィア を消す か画面 の横 に小 さ くテ ロ ップ程 度 にす る。例 えば、災害 ニ ュースの

場 合 は映像 、音声 を主体 に し、新 聞記事 を小 さ くサ イ ドへ もってい く。 同等 に扱 う

と、 災 害 の 迫 力 が 弱 く な っ て し ま う。

(ロ)異 なる メデ ィアの場合 、 同時 に表現 す るの を避 け たほ うが いい場 合が あ る。

た とえば イメ ージの ような感性 的 な もの に、音声 が 同時 に入 って くると、感性 を損

な うこ とが あ る。 グ ラフを見 て い るの に、音声 による説明が 入 る と視 覚 に よるイメ

ージ 自体 を歪 め る恐 れが あ る。視 聴者が本 来持 って い る固有 の イ メージを尊 重 した

方が いい。

(ハ)画 面 が見づ らい のは文字 にお いて最 も顕 著で あ る。一般 に、液 晶や ブラ ウ ン

管 画面上 にお け る小 さな文 字 は、特 に見 づ らい。画 面独特 の ち らつ きは、映像 で は

気 にな らないが 、文字 を読 む場 合 は疲 れ る。文字 の大 きさだけで はな く、文字 の配

列(文 字 間隔、行 間 隔)に も関係 が あ るの か も知 れ ない。
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いか に文 字 を大 き く見 せ る ようにで きるか 、 または、文字 を見 な くて も済 む よう

にで きるかが課題 で あ る。文字 は読 まな くて済 めば、そ のほ うが良 い。 す なわち文

字 は なるべ く少 ない方 が良 い。文字 は頭 の 中で解析 してか ら、理 解 され る といわれ

る。 この解 析 の段 階 を極 力少 な くす る方が、理解が 早い。 文字 の表現力 には、限界

が あ る。文 章 となる と、 なお更の ことであ る。 しか し、 イ メー ジや映像 で表せ ない

場合 もあ り、 これ は文 字 に頼 る しか方法 が ない。

(二)報 道 ニュ ース の場合 、特 に、社 会や スポ ーツは、 映像 、音 声 を主体 と して、

特別 な場合 のみ文字 を付加す るほ うが いい。 この場合、映像 の表現力 は抜群 である。

ただ、 映像 は数 量や論 理的 な もの には不 向 きな面 があ るので 、 この場合 は文字 、記

号 に頼 る しかない。

(2)記 事 の選択

新 聞やテ レビに代 わ って、一つ の画面 で、毎 日、素早 くニ ュ ース を見 よ うとす る

と、選択 方法 が問題 となる。 どの様 に した ら最 も確 実 に、かつ早 く容易 に記事 を選

択 で きるか。紙 面全体 を見 る必 要が あ るので 、今 回は新 聞紙 面 を見 る形 式 を とって

い る。 この方式 の欠点 は、文字 が小 さ くな り、読 み に くい事 だが、 しか し紙面全 体

の配置 が見 え るの は、記事 の重 要度 を推 測す る こ とが で きる。

(3)ニ ュース ・オ ン ・デマ ン ド

必 要 な時 に、過 去 のニ ュース を 「正確 に」 、 「早 く」 検 索 で きる ことは、非常 に

便利 である。画面 では見づ らい とか、検 索 に時間がかか る等 の問題 を残 しているが、

や が て技術 の進 歩 とともに、 これ らの問題 は解決 され るであ ろ う。情報 の洪水 の 中

に生 活 してい る我 々に とって、情報 の整 理 につ いて、 もっ と真剣 に考 えなければ な

らない時期 に来 てい る。今 回のニ ュース ・オ ン ・デマ ン ドの一例 が 、今 後、改 良 を

重 ねて い くこ とに よ り、将来 、十分、利用価 値 の高 い ものが 開発 され ると考 える。
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5.2実 現 化 へ の課 題

、㌔ 報 道ニ ュース のマル チメデ ィアデ=タ ベ ース(異 なる報導 ニ ユづ メデ ィア を統

合 した新 しい㌘ ア)の プロ トタイプを作成 した・今 後・麹 イ!を目指輌 ま次
の ような多 くの課題 が あ る。 デー タベ ース作 成 上の課題 、 デー タベ ース操 作上 の課

題 ・デー タベ ース ・サ ー ビス提供 上 の言果題 な一どで ある・ なお・ジ ビ映像 デ汐 ペ

ー ス の 課 題
、 新 聞 記 事 デ ー ベ ー ス の 課 題 は 、 「2.1.3」 「2.2.5」 で 述 べ

た 。

5.2.1デ ー タ ベ ー ス作 成 上 の 課 題

(1)デ ー タベ ー ス 自動 作 成 の 開発

日本 に お け る テ レ ビ映 像 、 新 聞記 事 デ ー タベ ー ス は、 そ れ ぞ れ の 放 送 局 、 新 聞社

に よ って作 成 さ れ つ つ あ る が 、 まだ 完 成 され た もの は な い 。 ニ ュ ー ス を特 定 す る た

め の手 法 が 完 成 され て い な い 。 従 っ て 、 自動 的 に テ レ ビニ ュ ー ろ と新 聞 記 事 ニ ュ ー

ス を ドッキ ング で きな い 。 デ ー タベ ー ス の 自動 作 成 の技 術 開発 が 実 用 化 の 前 提 とな

る 。

そ れ まで は 人 手 に よ る作 業 が 多 くあ り採 算 の 合 わ な い もの と な っ て い る。

(2)圧 縮技術 、電子媒 体 の研 究 開発

今 回の プロ トタイプの デー タベ ース は、CD-ROM上 に製作 したが 、文字 、音

声 、静止画 、動 画 を取 り込 むための容量 が不足 して い る。約600MBで 約20項 目

しか構築 で きなか った。更 に進 んだ圧 縮技術 の 開発 が必 要であ る。 また別 な電子 媒

体 の 開発応 用 が 求 め られ る。 ・、

(3)機 械音 声変換 、機械 翻訳 の研 究 開発

文字情報 か ら音声情 報へ の機械音 声変換 の採用 には品質改善 が必要 であ る。専 門

の アナ ウンサ ーの読 み と比 較 して まだ技術 は低 く実用化 にはほ ど遠 い。 また、現在

は 日本 文の英文機械 翻訳 には相 当の人手 をか け ない と実用化 に はな らない。
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5.2.2デ ー タ ベ ー ス操 作 上 の 課 題

C1)検 索 方式 の開発

検 索 は、 ご く一般 的 なメニ ュー方 式 であ り、検索 の容易性 の面 か らさ らに研 究開

発 が求 め られ る。 どの ような方式 が よいか今 後 の開発 が待 た れ る。

(2)視 聴 の 明確 さ

1つ のデ ィス プ レイ に、常 時2つ 以上 の メデ ィア を強調 表示 す る こ とは検索 の と

き以外 好 ま し くない。 選 ばれた メデ ィアであ る文字 、音声 、映像 の媒体 を強調 し表

示 す る ことに よ りメデ ィアの判 読 が明確 に なった。 い ったん選 ばれ たテ レビ放 送、

新 聞記事 、音声 ニ ュース をよ り強調 した形 態で利用 で きる よ うに し、他 の ものの扱

いは小 さ くて よい。

(3)鮮 明度 の向上

今 回の開発 で使用 したデ ィスプ レイは17イ ンチであったが新 聞紙面 の場合 文字の

判読が難 しかった。 よ り大 きなデ ィスプ レイ または鮮明度 向上が求 め られる。

5.2.3デ ー タベ ース ・サ ー ビス提供 上 の課 題

(1)通 信 回線整備

「ニ ュー ス ・オ ン ・デマ ン ド」(必 要 に応 じて、誰 にで も、安 価 にニ ュース を提

供す る)に す るため に は、今 回のCD-ROMだ けではそ の一部 の 目的 を達 した に

す ぎない。通 信 回線 を通 してオ ンラ イ ンでの提 供が求 め られ る。 オ ンライ ン提供 の

ため には通信 回線 の整備 が必要 で あ る。

(2)著 作権 の課題

新 聞記事 に して も、 テ レビ映像 に して も、単 独 メデ ィア と しての著作権 は クリア

してい る。 それ ぞれの ニ ュース の2次 利 用 についての著作 権 問題 の解決 がサ ー ビス

提 供 の前 提 で あ る。

81



(3)採 算 の課 題

採 算 の 合 うデ ー タベ ー ス構 築 ・提 供 を 目指 した コ ス ト低 減 が 課 題 で あ る。 提 供 サ

ー ビス料 金 は
、5.1ア ンケ ー ト調 査 に よ る と月3,000円 程 度 で ない と利 用 さ

れ な い 。

(4)利 用端 末 の普 及

新 しい電子 情報 メデ ィアの成否 は利用端 末 の普及 にか か って いる。 い くら適 当 な

料 金でサ ー ビス して も初期投 資(利 用端 末投資)が 高 くては成功 しない。 多 くの家

庭 で の総合 端末(現 在 の テ レビ受 像機 、 フ ァクシ ミリ端末 、 ワー プロ機器 、パ ソコ

ン機器 、電 話機器 な どの総合機器)の 普及が 課題 であ る。

5.3今 後 の展 望

1450年 頃の グー テ ンベル グの活版 印刷 発 明、1870年 頃 の新 聞輪転 印刷化

に よ り新 聞 は発 達 して きた。1875年 のベ ル に よる電話 の発 明 に よ り、1880

年 ベ ル電話会社 が設 立 され、電話 は実用化 された。1920年 の イギ リス の ラジオ

放送 スター ト。1928年 の高柳健次郎 テ レビ実験 、 アメ リカの実験 的放送 をへ て、

日本 で は1953年 テ レビ放送が 開始 され た。い ままで は、文字情 報、音声 情報 、

映像情報 メデ ィアは、そ れぞれ単独 に発展 して きた。最近の コ ンピュー タの発 達 は、

マ ルチ メデ ィア化 の方 向 に発展 しよ うと してい る。報道 ニ ュース につ いてみ る と、

一つ の情報 媒体 だ けでな く、多 くの情報 媒体 を同時 に とらえる こと も可 能 にな るだ

ろ う。必 要 な ときに、最 新の ニュ ースか ら過去 のニ ュース まで遡 って、新 聞 ニ ュー

ス、 ラジ オニ ュース 、テ レビニ ュース を容易 に手 に入 れ るこ とが可能 に なるであ ろ

う。 これ を 「ニ ュース ・オ ン ・デマ ン ド」 と言 うこ とが で きるであ ろ う。 その実現

化 へ の課 題 は 「5.2」 で 述べ た。

第5回 技術 予測調査(1991年 科学技 術庁 調査)の 関係 深い項 目を挙 げ る と

表5-1実 現 予測調査 表 に示す とお り課 題が 実現 され る時期 を予測 してい る。
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表5-1実 現 予 測調 査表

実現予測時期 課 題

2001年 「日常生活に必要 な各種の必要な生活情報(検 索、案

内 、 予 約 、注 文 な ど)を ホ ー ム タ ー ミナ ル に よ り随 時

得 られる対話型映像1青報 システム(静 止画、動画、バ ー

ドコ ピー、音声 な どの機能 を有す る)が 普及す る」

2002年 「パ ター ン認識技術 が発 達 し、手書 きの 日本 文が読 め

る よ うな コ ン ピュ ー タが サ ー ビス 業 に普 及 す る」

2003年 「文 字 、 音 声 、静 止 画 、 動 画 な ど、 マ ルチ メ デ ィ ア 間

を 自動 的 に変換す る電子 メ ール通信 システムや デー タ

ベ ース システムが実用化 され る」

「1テ ラバ イ トの 情報容量 のデ ー タベ ースか ら任意 の

情 報 を10秒 以内 に検 索す るこ とが で きるシス テムが

開発 される」

2004年 「電子化 された文 書通信(電 子化新 聞な ど)が 家庭 に

普及す る」 「全世界 の ほ とんどの国 を覆 う国 際ISD

Nが 形成 され、国 内ISDNか ら自動接 続が 可能 に な

る」

これか ら見 て も分 か る よ うに21世 紀 に入 り 「5.2実 現化 へ の課題」 は解 決

される こ とに なろ う。 ここで挙 げてあ るの は技術 的課題 である。 その ほか社 会 的課

題(著 作権 、社 会 的ニ ーズ な ど)が あ る。 「5.1ア ンケー トに よる調 査」 に よる

と、 この よ うな 「報道 ニュース」 サー ビスが オ ン ・デマ ン ドで提 供 され た場 合 、あ

なたは どう しますか との質問 に対 して、 「ぜ ひ使 ってみ たい」 、 「使 ってみた い」

の2回 答 で63.9%を 占め た。 これは注 目すべ き結 果で ある。今後 、実現 化へ の

課題 をク リアす る ため の研 究 開発 と市 場へ の実 験 が重 要 となろ う。
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資料1 マ ル チ メ デ ィア ニ ュー ス評価 ア ンケ ー ト調 査 表

H7.1.13

マ ル チ メデ ィア ニ ュ ー ス評価 ア ンケ ー ト

[ご回答者 自身のことについてお伺い します]

以下 の1～4に つ いて該 当 す る記 号 に1つ だ け○印 をつ けて くだ さい。

1.あ な たの年齢 は以 下 の どの年 代 に な ります か?

.20歳 代

c.40歳 代

b.30歳 代

d.50歳 代 以 上

2.あ なた はパ ソコ ン を自宅 で利 用 してい ますか?

a現 在 利 用 して いるb.今 後利 用 したい と思 って いる

c.以 前 利 用 して いたd.利 用 する つ も りはな い

3.あ なた は 月に新 聞 を何 紙 購読 してい ます か?

.1紙b.2紙

c.3紙d.4紙 以上

4.あ なた はテ レビの ニ ュー ス番組 を ご覧 に な りますか?

a.毎 日決 ま っ た番 組 を見 てい るb毎 日見 るが番 組 はバ ラバ ラで ある

c.と き ど き見 る程 度 で あ るd.ほ とんど見 な い

5.あ なた は毎 月情 報 料(新 聞 、 テ レ ビ、雑 誌等)と して月額 どれ く らいお支払 い してい ます か?

a.3,000円 以 下

5,000円10,000円

e.20,000円 以 上

3,000円5,000円

d.10,000円20,000円

以下のQ1～Q6に つ い てllの 中 か ら該 当す る数字 に○ 印 をつ けて下 さい。
L__一 一,-l

Q1.こ の よ うな 「報 道 ニ ュ ーズ 」サ ー ビスが オ ン ・デ マ ン ド(見 たい ニ ュー ス を見 た い と きに 呼び 出 せる)で 提 供

され た場 合 あ なた は次 の ど れに該 当 します か?

1是 非使 ってみ た い

3.わ か らない

2.使 っ て み た い

4.使 わ な い

1/3
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〈以下のQ2～Q3は 、Q1で1又 は2を 選択 された方にお聞 きします〉

Q2.こ の よ うな 「報 道 ニュ ース」 サ ー ビス が提 供 され た場合 あな た は どの よ うな 目的 に利用 しますか?

1.自 分 の仕事 ため

3.語 学 向上 の ため

5.そ の他(

2教 養 を高 める ため

4.単 な る娯 楽 の ため

)

Q3.こ のような 「報道ニュース」サービスが将来オンラインで家庭へ提供 された場合あなたはどの価格なら利用し

ますか?(月 額使用料)

1.3,000円 以 下

3.5,000円 ～10,000円

5.20,000円 以 上

2.3,000円 ～5,000円

4」O,000円 ～20,000円

〈以下のQ4は 、Q1で3又 は4を 選択 された方 にお聞きします〉

Q4.Q1で 『使 わない 』 、 『わか らない』 を選択 された理 由 は何 です か?(複 数 回答 可)

「

1操 作 が難 しそ うだか ら2.今 ま で通 り新聞 、テ レビ を利 用 す る か ら

3.コ ン ピュー タが嫌 い だ か ら

4.以 下 の項 目が不足 又 は不満 で ある た め(複 数 回答 可)

1)情 報量(理 由 は

2)操 作性(理 由 は

3)応 答 速度(理 由 は

)

)

)

4)画面展開(理 由は)
5)音質(理 由は)
6)画質(理 由は)
7)画面構成(理 由は)

Q5.こ の よ うな 「報 道 ニ ュー ス」 サー ビス を利用 された場 合 あ なた は 「新 聞 」 や 「テ レ ビ」 は どの よ うに なる と思

いますか?(複 数回答可)

1.新 聞 ニ ュー ス は今 まで通 り読 む2.新 聞 ニ ュ ース は次第 に読 まな くな る

3.テ レビニ ュース は今 まで通 り見 る4.テ レビニ ュー ス は次第 に 見 な くな る

5.今 まで と何 ら変 わ らない

6.その他()

● この よ うな 「報 道 ニ ュー ス」 サ ー ビス と 「新 聞」 や 「テ レ ビ」 との競 合 に つ いて ご意 見 があ りま した らこ

記入下 さい。

()

2/3
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Q6.こ の よ うな 「報道 ニ ュ ー ス」 サー ビスに も広 告の 掲載 は必要 だ と思 い ます か?又 、そ の理 由 もご記入 下 さい。

「

1.必要である2.わ からない

3.不要である

理由()

「

_」

【その他、全般でご意見がありましたらご記入下さい】

ご協力有り難 うございました

3/3
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資料2新 聞社における分野分類表

分類 分野 対象とする領域 ・範囲

政治1政 治

2行 政

3軍 事

4外 交

治

政

事

交

政

行

軍

外

政党 選挙 皇室 国会 賞勲 国会議員 右翼運動 左翼運動

税 予算 財政 行政機関 内閣 大臣 都市 公共企業体 公務員

兵器 軍隊 軍事機器 軍備 防衛産業 演習 基地 軍人 米軍

条約 協定 交渉SALT日 本外交 国家領域 外交官 旅券

経済 5経 済

6金 融

7産 業

8農 林水産

9資 源

10エ ネルギー

11機 械

12運 輸

13建 設

14商 業

15労 働

経済 物価 公共料金 経済協力 財界 経済統計 経済政策 景気 所得

金融 庶務金融 金融機関 証券 通貨 為替 消費者金融 商品市況

産業 企業 経営管理 技術 工業 資本 投資 企業提携 企業集中

農林水産 漁業 水産業 農業 畜産 農地 林業 農畜産物 果実

資源 水資源 金属 鉄鋼 石油 石油製品 鉱石 鉱業 化学製品 紙

エネルギー 原子力 核燃料 電力 燃料 電池 ガス 発電 放射能

機械 製造業 産業機械 精密機械 輸送用機械 電子機器 計算機

運輸 航空 空港 航空機 海運 鉄道 自動車 交通 航路 港湾 運河

建設 道路 建設材料 国土計画 建造物 道路公団 トンネル 建設業

商業 貿易 販売 広告 飲食店 小売店 デザイン サービス業 流通

労働 賃金 労働時間 労働運動 労働組合 雇用 職業 休暇

社会16社 会

17健 康

18病 気

19環 境

20家 庭

21家 庭用品

22衣

23食

24住

25遊 び

26行 事

社会 人権 人口 福祉 保険 年金 慈善 風俗 人種差別 社会保障

健康 人体 医療 治療法 医師 衛生 薬品 手術 人口臓器 血液

病気 伝染病 中毒 心身障害 難病 職業病

環境 公害病 公害 水質汚濁 環境基準 公害防止 ゴミ 環境保護

家庭 家族 青少年 婦人 老人 家計 消費者運動 生活 理容

家庭用品 家庭電器製品 生活用品 照明機具 ガス機具

衣 繊維 染織 繊維製品 繊維工業 裁縫 織物 毛皮製品 服飾品

食 食品 食品添加物 料理 食用油脂 穀類製品 調味料 豆類製品

住 土地 住宅 住宅設備機器 団地 公的住宅 土地造成 空気調和

遊び 余暇 手芸 ゲーム 趣味 観光 人形 模型 遊び場

行事 祝B週 間 年中行事 暦 冠婚葬祭 祭り 博覧会 供養 正月

事件27犯 罪

28災 害

29司 法

罪

害

法

犯

災

司

いたずら 殺人

安全 交通事故

司法機関 警察

窃盗 性犯罪 経済的事件 事件 過激派事件

自然災害 火災 ガス事故 原子力事故 海難

裁判 法違反 法律 基本的人権 労働法

文化30文 化

31情 報

32教 育

化

報

育

文

情

教

文化施設 文化財 図書館

図書 放送 マスメディア

ことば 学校 大学 教師

博物館 公園 城

新聞 通信 郵便

教科科目 教育費

記念物 町並み 刀剣

ジャーナリス ト

入試 社会教育

33宗 教 宗教 仏教 神道 キリス ト教 寺院 宗教用具 新興宗教 神社

34芸 術 芸術 美術 文学 舞踊 音楽 楽器 演劇 芸能 演芸

35学 術 学術 思想 元素 非金属 計量 自然科学 社会科学 人文科学 工学

36自 然 自然 宇宙科学 宇宙 地球 島 海 山 気象 人口衛星 海洋開発

37生 物 生物 魚介類 鳥 動物 哺乳類 昆虫 爬虫類 両棲類 甲殻類 植物

38ス ポ ー ッ スポーツ 体操 陸上競技 球技 冬季競技 水上競技 武道 射幸的競技

国際 39国 際 国際 国連 民族 首脳会議 国際機関 戦争 安全保障 平和運動 極地

40日 本 日本 地方行政 地方 自治体 地域開発 地方 県 市 町 村

41国 名 国名 ヨーロ ッパ アジア オセアニ ア アフリカ 中近東 アメリカ
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資料3放 送局における分野分類表

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

00 総 類 皇 室 新聞 ・出版 ニ ュー メデ ィア 放 送 東海テレビ 系列局 中日新聞 関連会社

(東海ラジオ)

ス ポ ンサ ー

10 行 政 国 際 国 政 愛知県政 岐阜県政 三重県政 名古屋市政 市町村 選 挙 自衛隊

20 経 済 金 融 貿 易 運輸通信 商 業 農林水産 鉱工業 土木建築 地場産業 エネル ギー

30 社 会 福 祉 医 事 世相風俗 行事祝祭 労働雇用 老 人 ・婦 人 ・

子 ど も

趣味 ・娯楽 観光 ・動植物 公害 ・くら し

40 事件 ・事故 司 法 殺人 ・強盗 贈収賄 ・詐欺 窃盗 ・恐 喝 ・

脅 迫

暴力団 少年 ・保安 警備 ・公安 交 通 災害 ・火事

50 教育 ・文化 教育 ・学校 宗 教 文 学 美術 ・工 芸 芸能情報 映 画 舞 台 音 楽 囲碁 ・将棋

60 科 学 自然科学 人文科学 社会科学 気 象 先端技術 原子力 コ ン ピ ュ ー タ

70 スポ ー ツ プ ロ野 球

中 日カー ド

プロ野球他球団 プロ野球企画 高校野球 ゴル フ バ レー ボール 体 操 陸 上 競馬

公営レース
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資 料4ホ ッ トニ ュー ス新 聞 記 事 一 覧

中 日新 聞 夕 刊199408191面

円 、 東 京 で も98円 台

001頁0474字

九 日午前 の東京外 国為替市 場 は、米 国の対 日赤字 が拡大 した こ とで 円高 が進 んだ海

外 市場 の流 れ を受 けて円が続騰 、前 日終値比 一 円一九銭 円高 ドル安 の一 ドル=九 八

円六九銭 で取 引が始 ま り、午前 の終 値 は一 円三 三銭 の円高 ドル安 の一 ドル=九 八 円

五五銭 だ った。九八 円台 をつ けたの は八 月一 日以来 、約三週 間ぶ り。

午後 は九八 円五八銭 で始 ま り、 二時現在 は九八 円六三銭 。前 日のニ ュー ヨー ク市

場 は、米国の六 月の貿 易統計 で対 日赤字 が大 幅 に増加 、 円高圧力 が増 す との見方 が

広 が ったほか、米 国の イ ンフ レ懸 念 が再 び台 頭 して ドル先 安感 が急 浮上 。 また、 ア

ル トマ ン米財務副 長官辞任 な どク リ ン トン政 権 の信 頼低 下 も手伝 い ドル を売 り込 む

動 きが加速 した。

東京市場 では、取引 開始 直後 か ら 日銀が 円売 り ドル買 い の市場 介入 を行 った もよ

うだが、円高 ドル安の流 れ は変 わ らなか った。

市場 関係 者は 「対 日赤 字拡 大 を きっかけ に米 の利上 げ効果 が薄 まった。 しか し中

長期 的 には ドル は底値 圏 にあ る との見方 もあ り九八 円台で均 衡 してい る」(長 信銀)

と、包括 経済協 議 のヤマ場 であ る九 月末 まで はこれ以上 の円高 には進 み に くい との

見方 が支配的 だ。

中 日新 聞 朝刊199408201面001頁0919字

格差2.226倍 に拡大 小 選挙 区区割 り案

3月 の住民 基本 台 帳 を基 に算 定2倍 超41選 挙 区 に

自治省が十 九 日発 表 した今 年 三月三 十一 日現 在 の住 民基 本 台帳 人 口 に よる と、

衆院選挙 区画定 審議 会(石 川忠雄 会長)が 勧告 した全 国三 〇〇小選 挙 区間の人 口格

差 は最大 二 ・二二六倍 に拡大 して いる こ とが 明 らか にな った。審議 会 が区割 り案 づ

くりの基礎 とした一九 九 〇年 国勢 調査 で は二 ・一三七 倍 だ った。最小 人 口選挙 区 と
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の格差 が二倍 を超 え る選挙 区 も二十八 か ら四十一 に大幅 に増 加 した。 また、一部 の

都 道府県 間 で人 口が多 いの に定数 が少 ない 「逆転現象」が生 じ、千葉 、滋賀県 な ど

六道府県 で定数修 正 が必要 な事 態 になってい る。いずれ も九〇年 以 降の人 口移動 に

よる もので、実 際 の人 口 と区割 り案 との"ひ ずみ"が 浮 き彫 りになった。本紙 は、

今 年の住民 基本 台帳 人 口か ら三〇 〇小 選挙 区の最新人 口 を算 定 した。 この結果 、人

口最 大選挙 区 は愛知十 区(一 宮 市 な ど)で 、九〇年国勢調査 よ り約 一万 人増 えて五

十五 万五千 四百五 十五 人。九 〇年 に最 大 だった北海道八 区(函 館市 な ど)は 約六千

人減少 して五番 目とな った。一方、人 口の最 も少 ない選挙 区 は島根 三 区で変 わ らず、

九 〇年 よ り六千 人近 く減少 して二十 四万 九千 四百八 十三人。 この結 果 、愛 知十 区 と

島根 三区 の格 差 は二 ・二二六倍 とな り、九 〇年 国勢調査 に よる北海 道八 区 と島根三

区の格差二 ・一 三七倍 を上 回った。 さらに、 島根 三区 との格差 が二倍 を超 える選挙

区 は神 奈川 、埼玉 な ど首都 圏や愛 知県 な どの選挙 区が加わ って四十 一 とな り、九〇

年 の二十八 か ら激増 した。 また、都 道府県 別 の人口 と定数 をみ る と、千葉 県 と北海

道 な どで、 人 口が多 い の に定数が少 ない 「逆転現象」 が生 じ、 これ を解消 す るには

千葉 、沖縄 、滋賀 で定数各 一増 、大 阪、北 海道 、大分 で定数各 一減 が必 要 な こ とが

分 か った。全 国 を十 一 ブ ロ ックに分 けた比例代 表 で も北 関東 と南 関東 で各一増 、北

陸信 越 と中国で各一 減が必 要 にな って いる。最大 人口は愛 知10区 中部九県 では先

の勧 告 で格差 二倍 を超 えたの は四つの選挙 区 だったが 、今 回の基本 台 帳 をもとにす

ると六選挙 区 となった。愛知 十区(一 宮市 など)は 全 国で最大 の選挙 区 とな り、愛

知 六 区(春 日井 市 な ど)も 全 国三位 となった。一方、定数 三人 の滋賀県 は定数 四人

の大 分県 、 山形 県 よ り人 口が上 回 る とい う 「逆 転現象」が起 きてい る。

中 日新 聞 夕刊19940819社 会 面011頁0787字

愛知 副 知事 汚職 公 判2000万 円、 わ いろ性 認識

奥 田被告 便 宜供与 は否 定

愛知県副知事汚職で、大成建設名古屋支店側から二千万円を受け取 ったとして収

賄罪に問われた前副知事奥田信之被告(60)の 第二回公判が十九 日、名古屋地裁

で開かれた。弁護側か らの被告人質問に対 し奥田被告は 「(大成側の動 きについて)
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愛知芸術 文化 セ ンター との関係 は全 然考 えてい なか った」 と述べ 「大成 建設 に便宜

を図 った こ とは一切 ない」 と強調 した。二千 万 円につい て、弁護 側 は初 公判 で 「わ

い ろには当 た らない」 との見解 を示 したが 、奥 田被告 は第二 回公 判 で 「他 人が知 っ

た ら、わい ろ と受 け取 られ るので はないか と心配 した」 な どと、 わい ろ性 の認識 が

あ ったこ とを初公 判 に続 い て認 め た。起 訴状 や検察側 冒頭 陳述 に よる と、二千万 円

は、大成建設 を幹事会社 とす る共 同企 業体 が愛知芸術 文化 セ ンターの設計 変更契約

(契約金額約二十九億 円)を 締結す る際 、有利 な取 り計 らいを受 けた謝礼 とされ る。

わいろの二千 万 円につい ては、奥 田被 告が新 築す る六千万 円相 当の 自宅建物 を大 成

側が 四千万 円で請 け負 うと約 束 し、後 に、差 額分 の二千万 円 を補 て んす る形 で渡 さ

れ た とされ る。奥 田被 告 は第二 回公 判 で、四千万 円 で請 け負 うとい う大成 側 の好 条

件 の申 し出 につ いて 「副知事 とい うポス トを考 えて の こ とだ と思 うが 、その 時 は罪

になる とは思 ってい なか った」 と述 べ た。形式上 は六千 万 円で契 約 を結 び二千 万 円

を補 てんす る とい う話 を大 成側が持 ち出 した後 の経 緯 につ いては 「仲介 して くれ た

日高昇県議 に 『白紙 に戻 したい』 と相 談 したが、 『言われた通 りにやった らどうか。

任せ ておけ ば よい』 と言 われ、 その判 断 に従 った」 と した。 その結果受 け とった二

千万 円 につい ては 「約束 を守 るため の補 て ん と理解 したが 、嫌 な感 じが した。女房

か ら も返 す ように言 われ た」 な ど と述べ 「少 しで も安 く家 を建 てたい、 とい う甘 え

た気持 ちか らこの ようなこ とに な り、県民 に 申 し訳 な く思 う。弁解 は した くない」

と再 び謝罪 した。

中 日新 聞 夕刊19940819社 会 面011頁0378字

芸 文 セ ンター赤 字補 てん 県 幹 部 の認識 示 唆

十九 日開かれ た第 二 回公判 で前愛知 県副知事 の奥 田被告 は、汚 職事件 の舞台 とな

った愛知芸術 文化 セ ンターの約 二十 九億 円 にの ぼ る契約 変更 につい て、同県建 築部

幹部か ら内容 説 明 を受 けた際 に 「これ は業者 の赤字 補 て んで は ない か」 と指摘 した

経過 を説 明、当時 の県建築部 幹部 も赤字補 て んの認識 があ った こ とを示 唆す る法廷

供述 を した。県側 は 同県議 会土木建 築委員 会 で、当 時、奥 田被告 か らク レーム をつ

け られた こ ともなけれ ば、変更契約 も赤字補 て んで は なか った と繰 り返 し強 調 して
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きた。契約 変更 をめ ぐる質問 に対 し、奥 田被 告 は 「副 知事 室で 当時 の建築部長 ら幹

部 か ら話 を聞 き、 『これ は契約 変更 と して は額が大 きす ぎる。単価 の値 上が りな ど

に伴 う赤字補 てん じゃない のか』 と指摘 した。 当時 の幹部 は 『え一、 まあ』 と答 え

た」 な どと克明 に供 述 。 また赤 字補 てんの指摘 には 「建築 都側 もあ えて否定 は しな

か った」 と述べ た。

中 日新 聞 朝 刊19940820社 会面031頁0440字

断水 の影 響 最 悪540万 人

給 水 制限 は1000万 人突破 生活 に深刻被 害

厚 生省 が十七 日現在 で ま とめ た全 国集計 による と、 この夏の渇水 で時 間給水(一

時 断水)の 影響 を受 けてい る人 口は既 に約五 百 四十万 人 に達 し"福 岡砂 漠"な ど と

呼 ばれ た昭和 五十 三年 の四百五 十七万人 を超 え、史上 最悪 になってい る。一方 、給

水 量 を減 らす減圧給水 の方 も、約 四百九十八万人の住民 生活 に影響 を及 ぼ してお り、

一 時断水 と減圧給水 を合 わせ た給水 制限 を受 け る人 口の総 数 は三十 三都 道府県 、三

百六 十市 町村 で約 一千 三十八万 人 に上 ってい る。 これ まで最 悪 だった五十三年 渇水

で は、給水 制限 に よって静 岡 を除 く四十六都道 府県 で計 一千 七十一万 人の影響 人 口

が 出 ているが、 この ま ま雨が 降 らなけれ ば、給水 制 限 に よる影響人 口で も史上最 悪

記録 を塗 り替 えるの は確 実 だ。 一時断水 の影響 が深刻 なのは、福 岡県(影 響 人口約

百 四十三万 人)愛 知 県(同 約百十 五万人)広 島県(同 約七十 五万人)香 川県(同 約

七十五 万人)岡 山県(同 約 六十 四万人)な ど。長崎 や島根 な ど五県 の簡易水道五 カ

所 で は水 源 のわ き水 な どが枯渇 して二十 四時 間断水 に追 い込 まれ てい る。

中 日新 聞 朝刊19940820社 会 面031頁0183字

琵琶湖 の水位低 下 淀 川取水10%減 に

近 畿の水が めである琵 琶湖 の水位が低下 したため、近畿地方建設局 と滋賀、京都 、

大 阪 、兵庫 の四府 県 の担 当者 らは十 九 日 「琵琶湖 ・淀 川渇水対 策会議」 を大阪市 内

で開 き、二十二 日か ら淀川 か らの取水 を一〇%減 らす こ とを決 めた。制 限 を始 め る
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の は京都市水道、大阪府営水道 な ど京都、大阪、兵庫 各府県 の利水者。十九 日現在 、

琵琶湖 の水位 はマイナス九 三セ ンチで、一 日約二 七 ンチずつ低 下 してい る。

中 日新 聞 朝刊19940820社 会面031頁0427字

道 一本隔 て分 断 自己水 と用水使 う中津 川市

上水 に東濃用水 と自己水 の双 方 を使 ってい る岐阜県 中津 川市 内 は、断水 す る地域 、

しない地域 に二分 され る こ とにな った。 「不公平 で は」 とい う市 民 も出てい る。市

内で は約五万 人が上水道 を利用。 この うち周辺部 の約 三万 三千 人が東濃用水 の供給

を受 け断水 に直面す る。 一方、 中心部 の約一万 七千 人 は、市 内 を流 れ る中津川 、落

合 川 か ら取水 した自己水 の水道 を使 ってお り、両河 川の水 量 は減 ってい る もの の、

当面 は断水 を回避 で きる。市渇水 対策本 部 は 「自己水 を東 濃用水 の給水 管 に回す設

備 が ないので、二本立 ての作戦 で理解 を求 め る しか ない」 とい う。 「道路 の反対 側

にあ る家 は、断水 しないの に」 とため息 をつ く主婦(45)も い るが、複雑 な対 応

を迫 られ たの は、市 内最大 の工 場 であ る三菱 電機 中津 川製作所 。市 中心部 に近 い道

路 の南 北 に工場 があ り、北側 の施設 は市 の 自己水 、南側 の施設 は東 濃用水 を利 用 し

てい る。 このため南側 部分 の断水 に備 え、十九 日には予備 タンク を設置 した うえ、

工場 内 にある井戸 か らの仮配 管 に着 手 した。

中 日新 聞 朝刊19940820第2社 会 面030頁1077字

平 成水 ききん/木 曽川水 系 自流水分 配

既得権 者 「最大 限の譲歩 」 名 古屋市 な ど複 雑 な感 情

木 曽川水系 はつい に、川の水(自 流水)を 、利 水者 全体 で分 け合 わ ざる を得 ない

事 態 に追 い込 まれ た。水源 ダムが枯 渇 した愛 知、木 曽川(可 茂)、 東 濃三用水 は、

自流水 の既得 水利権 を持 つ名古屋 市 や濃尾用水 な どか らの 「も らい水 」 で当面 、生

き永 らえる。既得権者 に とって は 「譲歩 で きるギ リギ リの量。 苦渋 の選択」 だ った

とい う。 しか し、水 にはエ ゴが付 きま とう。 もらう側 も、与 え る側 も。本音 には現

代 の"水 争い"が 潜 む。 自流水 三五%カ ッ ト。名古 屋市 は十九 日の木 曽川水系 緊急
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水利調 整協 議 会で 、当初二 〇%カ ッ トを提 案 したが 、予 想以上 の反発 を食 らった。

結局 、涙 をのんで受 け入 れ た数字 だ。 「この渇水期 に、 なんで"と らの子"の 一部

を手放 さんな らんのだ」 とい う思 いは、市 の内部で強 い。愛 知用水 か ら給水 を受 け

る周 辺市 町村 とは対 照 的 に、 同市 が断水 を回避 で きる最大 の要 因は この 自流水 。必

要量 の半分 を賄 う。 だが、断水 の被害 が広 が るにつ れ、周辺 か ら市 に 「痛 み を分 け

合 うため 、名古屋 も時 間断水 を」 とい う冷 たい視線 が向 け られ始 め、市 内部か ら も

「肩 身が狭 い」 とい う声 が 聞 こえた。 しか し一万余 のバ ルブの 開閉 に二万 人以上 を

張 り付 けなけれ ば な らず 「物理 的 に無理」(市 水道 局)。 局所的 な断水状 態 を覚悟

でバ ルブをギ リギ リまで絞 り込 む レベ ルまで譲 り、断水 の"最 後の一線"は 避 けた。

で も本音 は 「だいたい愛 知用水 は もと もと水が足 りない状 態。 それ を改善 しない ま

ま、足 りな くな ったか ら水 を くれ といわれ るのは心外 だ」 。市 のあ る幹部 は、声 を

ひそめつ つ不 満 をぶ ち まける。 また、濃尾 用水利用 者の 中 に も、 自流水 を渇水 地域

に分 ける こ とで 、 自分 た ちの節水 が さらに強化 され るこ とに複雑 な気持 ちを抱 く人

も少 な くない。愛 知県尾 西市西 五城 中切 、農業浅野 冨士男 さん(47)は 「濃尾 用

水 は古 くか ら水 の大 切 さを知 っていた先 人が作 った産物 。それが現代 に も生 きて い

た。他 の地域 は もっ と水 に対 して意識 を持 つべ きだ った」 と強調 す る。 一方、協議

会 の結果 を受 け、夕方 開か れた岐阜県 の会議 には、梶 原拓 知事が 断水 地域 の十 三市

町 の市 長 らに 「運命 共 同体 の認識 で協力 をお願 い した い。 自分 だけ良 けれ ば、 で は

全体 が駄 目になる」 と同一歩調 を要請 した。 しか し 「目の前 の川 に水 が あ るの に断

水 で は、住民 が納得 しに くい」 な どの意 見 も出て、中津 川市 な ど自己水 源 を併用 す

る市 町 に対 して は、 自己水 源 の利 用調整 に まで は踏 み込 めなか った。八 月末 までの

当面 の合意 が得 られ調 整者 の建 設省 はホ ッと一息 つい た。 しか し雨 が 降 らなけれ ば

九 月 に もう一度、既得 の水 を どう分 け合 うか、修羅場 が や って くる。(社 会部 渇水

取材 班)
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資料5新 聞記事用語一覧

石 油 輸 出 機 構

(OPECOrganizationofPetroleumExportingCountries)

石油輸 出一二 カ国 に よ り構 成 され ている生産 ・価 格 カルテ ル組織 。一 九六 〇年 に

イ ラ ン、 イラク、サ ウジア ラビア、 クウ ェー ト、ベ ネズエ ラの五 カ国で結成 され、

その後 カタール、 イ ン ドネ シア、 リ ビア、 ア ラブ首長 国連 邦、 アル ジ ェ リア、ナ イ

ジ ェ リア、エ クア ドル、 ガ ボ ンの八 カ国が加入 したが 、九三年 にエ クア ドルが脱退

した。当初 の設立 目的 は メジ ャー に よる価 格 引 き下 げ を防 ぐこ とで あ ったが 、七〇

年代 に入 る と第四次 中東 戦争 を契 機 に原 油 の価 格 と生 産量 の決 定権 を握 った。OP

ECに よる原油価 格 の大 幅引 き上 げが七 三年 、七九年 の二度 にわた る石油危機 を引

き起 こ した。 しか し原油価 格 の高騰 によ り石 油需要 の減少 を招 き、八 三年 には価格

引 き下 げ を余儀 な くされ た。八 五年 になる と、サ ウジア ラビアが ス ウ ィング ・プ ロ

デ ューサー(価 格 を支 えるための需給調整役)と しての役 割 を放棄 したの を契機 に、

各 国が独 自の価 格政策 に基づ く原油 生産 を行 うことにな った。九 一年 の湾岸戦争 の

終結後 も、高水 準 の生 産量 を確 保 したいサ ウジ アラ ビア と、生産 制 限 によって価 格

を引 き上 げ たい イ ランの 間で対 立 がみ られ るな ど、OPECの 生産協 定 は緩 やか な

もの に とどまってい る。九 三年六 月の総会 で は、価 格上 昇 を図 るため生産上 限の据

え置 きが合意 されたが、 クウェー トはこれ を拒 否 し独 自に増産す る意 向 を表 明 した。

またOPECは 、先 進諸 国で導入 が検討 されてい る環境 税 につい ては石油消費 を減

退 させ る もの と して反対 の意向 を表 明 してい る。

種子 島宇宙 セ ンター

宇宙 開発事業 団の ロケ ッ ト打 ち上 げ基 地 。鹿児 島県種子 島の東南 端 に位 置 し、総

面 積約860万 平方 メー トル。(1)小 型 ロケ ッ ト打 ち上 げ用 の竹 崎射場 、(2)

H1、2ロ ケ ッ ト打 ち上 げ用 の大崎 お よび吉信射点 のほか、(3)増 田追跡管制所、

(4)野 木 と宇宙 ヶ丘 の レー ダー ・ス テー シ ョン、(5)光 学観 測所 、(6)宇 宙

開発展示館 な どが整備 され てい る。H2ロ ケ ッ ト打 ち上 げ用 の吉 信射 点 の建設 は完

了 した。H1ロ ケ ッ ト用大崎 射点 は新型 ロケ ッ トJlに 流用 され てい る。
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国 勢 調 査

つね に変化 す る人 口を、一時点 で観察 した人 口静態統計 を作成す るための悉皆(し

っか い)調 査(completesurvery全 数調査)。 国勢調査 は一九

二〇年 に第一 回が行 わ れ、それ以 降一〇年 ご とに大規模 調査 、 中間年 に簡易 調査が

実施 されて い る。八五 年 の第一四 回国勢調査 は簡易調査 が実施 された。 一〇月一 日

現在 、 そ こに三 カ月以上住 んでい る人 もし くは三 カ月以上住 む こ とになってい る人

を対 象(常 住 地主義)で 、世帯員 に関す る次項(氏 名 ・性 別 ・出生年 月 日 ・世帯主

との続柄 ・国籍 ・前住 地 ・学 歴 ・所属事 業所名 、従業上 の地位 な ど)と 、世 帯 に関

す る事項(世 帯 員数 ・家計収 入の種類 ・住 居 の種 類 ・住居 室 の数 や広 さな ど)が 調

査 され るが、 人 口の基本 的属性 以外 に社 会 的属性 、経済 的属 性 、移動 に関す る事項

な ど も含 まれ る。 また、 出生 、死亡、婚姻 、離婚 な どか らなる人 口の変動 を と らえ

る人 口動態 統計(vitalstatistics)は 毎 月行 わ れ る全数調査 だ

が 、調査 単位 は市 町村 で ある。なお 国勢調査 結果 か ら、調査 区別 の結果 をメ ッシュ

に対応 づ け、過去 の デー タ と比較 し、増減 な どを示 す地域 メ ッシ ュ統計 地 図(st

atisticalmapofgridsquarebasis)な ども作

成 されて い る。

●建物名称

●住 所

●用 途

●規 模

●構 造

●敷地面積

●建築面積

●延床面積

●工 期

●開 館

愛 知 県 芸 術 文 化 セ ンタ ー

愛 知 芸 術 文 化 セ ン ター

名 古 屋 市 東 区 桜 一 丁 目一 三 番 二 号

〒461TELO52-971-5511(代 表)

美 術 館 ・芸 術 劇 場 ・文 化 情 報 セ ン ター ・駐 車 場

地 上12階 、 地 下 五 階 、 高 さ58

鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リー ト造

18,173

12,113

109,062

平 成 元 年3月 ～平 成4年6月

平 成4年10月30日
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●総工事費 628.6億 円

ホ ワイ トウ ォー ター疑惑

ク リン トン大統領 の出 身地 アー カ ンソー州 にあ る土地 開発 会社へ の出資 に絡 む知

事 時代 の疑惑 。 問題 の会社 は七八年 にク リ ン トン夫 妻が友 人 の実業家 と共 同で設立

した別荘地 開発会社。 この実業家 は また同州 リ トル ロックに貯蓄貸付組合(S&L)

を経営 して いたが、資金繰 りに困 り監督官 庁 の整理信託公 社 の管理 下 に入 り、信用

保証 が行 われた。疑惑 は この資金 の一部 が当 時の ク リン トン州知事 の政治資 金 に流

れたので はないか とい う もの。 この貯蓄貸付 組 合 は八 〇年代 後半 に不 正 な資金 を流

用 した疑いで整理信託公社か ら捜査 当局 に告発 され た。 リノ司法長官 は九 四年一月、

共和 党系 の フィスク元 連邦検事 を特別検 察官 に任命 。 フ ィス ク元検 事 は幅広 く公 正

な捜査 を行 うこ とを約束 した。

ビー トた け し

一 九 四 七 年
、東 京 都 生 まれ 。 タ レ ン ト、 映 画 監 督 。 本 名 ・北 野 武 。 七 三 年 漫 才 コ

ン ビ 『ツ ー ビー ト』 を結 成 した。 ブ ー ム の 後 は 『オ ー ル ナ イ ト日本 』 や 『お れ た ち

ひ ょ う きん族 』 な どで 人気 を獲 得 した 。八 三 年 、 映 画 『戦 場 の メ リ ー ク リス マ ス 』

に 出 演 。 八 六 年 、 写 真 週 刊 誌 『フ ラ イデ ー』 の ス キ ャ ンダ ル 報 道 に抗 議 し、 講 談 社

に乱 入 した 。 『そ の男 、 凶 暴 につ き』 で 映 画 初 監 督 。 一 貫 して 『死 』 を テ ー マ に 、

九 三 年 の 『ソナ チ ネ』 が 四 作 目。 バ ラエ テ ィ番 組 の他 、 小 説 、 エ ッセ ー な どの 連 載

も多 い 。 明 大 工 学 部 中 退 。

ビル ・ク リン トン

ー 九四六年生 まれ。米 国第四二代 大統 領。民 主党。 世界 的不 況 の 中で行 われた九

二年 の大統領選挙 で、経 済の 回復 を期待 されて一二年 ぶ りの政権交代 となったが、

よ く九三年一 月の就任以 来ス キ ャ ンダル に泣 き、肝心 の経 済改革 も議 会の抵抗 で難

航 してい る。 ジ ョージ タウ ン大学 卒業 後、 エ ール大 法律 学大 学 院 に学 び弁護士 に。

生地 アーカ ンソーの州 司法長官 の の ち、五期 目なかば まで一二年 間、州知事 を務 め

た。 ヒラ リー婦 人 は有 能 な弁護 士 で、現在 は政府 医療保 険制度改 革 『特別 部会』 の
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座 長 。

北 方 領 土

第二次世界 大戦後 、 日本 と旧 ソ連 との間で その帰属 をめ ぐって争 って きた千 島列

島の南部(広 義 では南樺 太 も含 む)で 、択 捉(え とろふ)、 国後(く な し り)、 歯

舞(は ぼ まい)、 色丹(し こたん)の 諸 島。一九五六年 の 『日ソ共 同宣言』 に よ り、

ソ連 は歯 舞、色丹 を平和 条約 締結後 に 日本 に引 き渡 す こ とを約束 し、 その他 は交 渉

事項 と した。 しか し六 〇年頃か らソ連 は 日米安保 条約の存在 を理 由に領土問題 は 『存

在 しない』、 『解 決済 み』 とい う態度 を と り続 けて きた。 日本 政府 は、南千 島(歯

舞 、色丹 、択捉 、国後)は 日本 固有の領土 であ る と して、 ソ連 にその返 還 を含 む平

和 条約の締結 を求 め るか たわ ら、八一年 には閣議 決定で二月七 日を 『北方領土 の 日』

と定 め、毎年北方 領土 返還 要求大 会 を開催 して きた。九一年末 の ソ連崩壊 後 、交 渉

相 手 は ロシア となった。九 三年 一〇 月エ リツィ ン ・ロシア大統 領が来 日、北 方領土

問題 を 『歴史 的 ・法 的事実 に立脚 し、両 国間で合意作 成 された諸文書 お よび法 と正

義 の原則 を基礎 として解決 す る よ う』平和条約 交渉 を続 け、両 国の 関係 を完 に正常

化 すべ きこ とに合 意 し 『東 京宣言 』 を発表 した。

東 京 為 替 市 場(東 京外 国為 替市場)

東 京地 区の外 国為 替取 引 の ための ネ ッ トワー ク市 場 の こと。参加 者 は、(1)外 国

為替公 認銀行(為 銀)、(2)外 国為替売買 の媒 介業者(為 替 ブロー カー)、(3)東 京

に進 出 した外 国銀行 、(4)大 蔵 大 臣の代理 人 と しての 日本銀行 、(5)非 金融 法人企業

お よび個人。取 引形態 は東 京証券 取引所 の ような具体 的 な取 引 の場(オ ー プ ン ・マ

ーケ ッ ト方式)は な く、参加者 の電話 に よる相対取 引(テ レホ ン取 引)。 為 替相場

の種類 は、(1)資 金取 引決済 が取引成約 日か ら二 日以 内の銀行 間直物相 場 、(2)三 日

以上 一二 カ月 もの まで の銀行 間先物相場 、(3)東 京 銀行 の前 日の対顧 客公 表 相場 で

あ り、米 ドルか らECUま での一七種の通貨 をカバ ーす る対顧 客電信 売買相場 、(4)

東京銀 行の前 日の対 ドル円対顧 客公表先物 売買相場 であ る対顧 客米 ドル先物 相場 。

市場 は午前九 時か ら始 ま り、一 二時 に午前 の終 わ り値 、一 五時三 〇分 に午後 の終 わ

り値 を発表 してい る。為 替 レー トの発表 は、特定 の外 国為 替公認銀行 が持 ち回 りで
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担 当 となってい る。 日本経 済 の規 模 拡大 お よび国際化 の進展 に よって東京外 為市 場

の取 引 は規模 、 内容 ともに飛躍 的 に発 展 した。 と くに一九八 五年 秋以 降の円高 ・ド

ル安 局面 で市 場拡大 に拍 車が かか り、利 ザや稼 ぎの資金 も多 く流 入 した。 さ らに八

四年の実需原則 の撤廃 、八 七年 一 月の仲 介業者経 由の二 四時 間取 引 の解 禁 も市場 拡

大 に大 き く影響 した。九 三年八 月一 七 日、 同市場 の円 ・ドル レー トは一時、市場 最

高値 の一 ドル=一 〇〇円四 〇銭 に急 騰 したが、 その後 は、米 国の市場介 入 もあ って

一〇 四円～六 円台 に下 降 した
。

村 山富 一(む らや ま ・とみい ち)

(大分 一九二 四 ・三 ・三 明大)社 会党委員 長、衆議 院議員 。九 三年七 月の衆

院選挙 で社 会党が半数 近 い議席 を失 い惨敗 し、責任 を とって辞任 した山花 貞夫 氏 の

後任 の委 員長選挙 で、七八%の 得 票率 で第一 三代 委員長 に選 ばれ た。大分県職 労書

記か ら大分 市議 一大分 県議 と典型 的 な社 会党議員 の コース をた どった。 国会対 策委

員長 か ら一気 に委員長 ポス トを射 止 めたが、 国会で は社 会労働 一筋 で党内 きっての

年金 、福祉 問題通 。 くしを入 れ て整 え る とい うほ どの長 い まゆ下が 自慢 で、穏和 で

飾 り気 の ない人柄 。党 内 的 には中 間、左 派が基盤 で、右 派 の現 実化路 線 に対 し、社

会党 の 『主体性発揮 』 を強調 してい る。 しか し、六九歳 の委員 長 で は世代 交代 に逆

行 す る イメージ を与 えるの に加 え、党 内基盤 的 に も政 治ス タイルか らい って も、 リ

ー ダー シ ップの欠如 は否定 しが た く
、 ワ ンポイ ン トリー フの色 彩が 強い。

石 油 輸 出 機 構

(OPECOrganizationofPetroleumExportingCountries)

石 油 輸 出一 二 カ国 に よ り構成 され て い る生 産 ・価 格 カ ル テ ル 組 織 。 一 九 六 〇 年 に

イ ラ ン、 イ ラ ク、 サ ウ ジ ア ラ ビア 、 ク ウ ェ ー ト、 ベ ネ ズ エ ラの 五 カ国 で 結 成 さ れ 、

そ の 後 カ ター ル 、 イ ン ドネ シ ア 、 リ ビ ア、 ア ラ ブ首 長 国 連 邦 、 ア ル ジ ェ リ ア、 ナ イ

ジ ェ リ ア、 エ ク ア ドル 、 ガ ボ ンの 八 カ国 が 加 入 したが 、 九 三 年 に エ ク ア ドル が 脱 退

した。 当 初 の設 立 目的 は メ ジ ャー に よ る価 格 引 き下 げ を防 ぐこ とで あ っ た が 、 七 〇

年 代 に入 る と第 四次 中東 戦 争 を契 機 に原 油 の価 格 と生 産 量 の 決 定 権 を握 った 。OP

ECに よ る原 油 価 格 の 大 幅 引 き上 げ が 七 三 年 、 七 九 年 の 二 度 に わ た る石 油 危 機 を引
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き起 こ した。 しか し原油価 格 の高騰 に よ り石油需要 の減少 を招 き、八 三年 には価 格

引 き下 げ を余 儀 な くされた。八 五年 に なる と、サ ウジア ラビアがス ウィ ング ・プロ

デ ューサ ー(価 格 を支 えるための需給調整役)と しての役割 を放棄 したのを契機 に、

各 国が独 自の価格 政策 に基づ く原油生 産 を行 うことにな った。九 一年 の湾岸戦争 の

終結後 も、高水準 の生産 量 を確保 したいサ ウジア ラ ビア と、生 産制 限 に よって価 格

を引 き上 げ たい イラ ンの 間で対 立が み られ るな ど、OPECの 生産協 定 は緩 やか な

もの に とど まってい る。九三年 六 月の総会 では、価 格上昇 を図 るため生産上 限の据

え置 きが合意 されたが 、 クウェー トは これを拒否 し独 自に増産 する意 向 を表 明 した。

またOPECは 、先進諸 国 で導 入が検 討 されてい る環境税 につ い ては石油消費 を減

退 させ る もの と して反対 の意 向 を表 明 してい る。
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禁無断転載

平成7年3月 発行

財 団 法人 デー タベ ー ス振興 セ ンター

東 京都港 区浜 松 町二 丁 目4番1号

世界 貿易 セ ンター ビル7階

TELO3-3459-8581

日本 電子 計 算(株)名 古 屋支店

名古 屋市 中 区栄 一丁 目6番14号
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